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理
論
經
濟
學
が
：

一

♦

の
科
學
と
し
て
の
I

點
に
於
て
先.
づ.
吾
人.
に
提
供
す
る
最
初
む
問
題
ば
■

的
科
學
と
し
 

る
。
後
言
す
れ
ば
、
糾
"
經
濟
學
は
如
何
彥
論
理
的
S

の

上

に

立

ま

と

.

^

の

が

宽

の

脉

決

す

べ

き

最

初

の

題

で

ぁ
るo  

.

社
會
科
學
で
I

と.
自
然
科
I

I

と
"聶

は

ず

、
凡
そ
實
證
的
科
學
の
任
務
と
す
る
4

具
體
的
現
象
0 :
^
 ̂

i 

I

很
關
f

純
梓
な
I

I

現
す
I

為

：如
I

理
的
に
秩
序
立
て
る
i

で
ぁ
る
。
其
處
で
、
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は
何
I

る
が
と
.い
ふ
麗
が
先
づ
最
初
に
起
っ
て
來
る

C
.

此

論

迦

繁

礎
の
問
題
；は
常
级
反
面
^
^

翁
I

の
問
題
I

る
I
:

を
意
味
す
今
蓋
し
經
濟
學Q

:

對
f

論
理
的
概
念
的
に
決
走
す
'る
I

は
、
罡

經

濟

學
I

濟
I
.

、

. 

と
し
て
與
へ
ら
れ
る
所
の
も
の
を
如
何
に
觀
察
す
べ
き
や
と
：い
ふ
#

觀
察
の
論
：理
的
見
地
を
豫
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ.
か
ら
で
あ
る
。
經
驗 

的
に
、
即
ち
學
と
し
て
成
立
す
る
以
前
に
、.
五
又
に
提
供
さ
れ
る1

淀
の
：經
驗
的
對
象
に
對
し
て
罟
人
の
'
取
り
得
.べ
き
觀
察
方
法
を
定 

め
る
こ
と
は
、
取
り
も
直
さ
ず
其
一
群.
の
經
驗
的
現
象
に
對
心
て
論
，现
的
銃
一
を
m

ハ
へ
る
之
と
'*
即
ち
認
識
對
象
を
決
宛
す
る
こ
と
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外
な
ら
ぬ
。
例
へ
ば
、
.

經
濟
學
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論
的
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會
科
學
と
し
て
规
觉
す
；る
こ
七
は
經
濟
學
の
あ
ら
ゆ
る
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識
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迷
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现
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卿
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に
經
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方
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し
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今
日
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だ
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固
た
る
定
說
を
見
る
把
！̂

っ
で
居
ら
ぬ
欉
で
あ
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。
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經
濟
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が
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な
が
ら
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雄
割
據
の
册
態
に
あ
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こ
と
は
何
人
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見
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に
首
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す
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る
所
で
あ
ら
ぅ
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も
あ
グ
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會
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有
機
的
方
法
と
稱
し
^
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る
今
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ト
ル
ツ
マ
ン
叉
せ
限
猓
效 

:  

し
き
衣
を
か
ぶ
せ
て
新
舰
^

學
派
に
對
抗
せ
ん
と
ず
る
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等
の
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1

も
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_
備
ガ

- o
對
n

て
：
 
一̂

に
所
謂
る
經
濟
生
^
又
は
經
濟
現
象
：が
ー
體
何
を
意
味
す
る
：か
に
就
て
は
、
此
等Q

諸
家
の
問
に 

多
火f

 

^

の̂
⑶

- ^
^

^

め
^
は
,

^

.
ち
; ^
^

*
の
14
«

-1
>

|

^

_今
5

の
：交
'鑛

^

5
社
會
に
於
け
^
交
.換
^:
問

適

即

ち

憤

格
 

瓜

成

の̂

题
所
得
形
成
の
問
題
で
あ
る
こ
と
.に
就
ヤ
は
恐
ら
:<
啊
人
に
も
異
挤
.は
な
い
で
あ
ら
ぅ
0
歌
は
此
等Q.

對
象
.の
卜
に
：チ
す 

樣

質

、
特
に
！̂
傭
摩
的
に
觀
察
せ
ら
^

可

き

本

質
: ^
如
何
に
^

て
咖
出
す
ベ
^
か
と
い
ふ
方
法
論
上
の
問
翅
'に
あ
る
-の
ザ
あ
る
。

此
點
セ
憑
ル
嫌
近
に
炎
け
る
方
法
論
の
流
.;
^

ぼ
、
從
來
此
方
面
！^
此
較
的
閑
却
さ
^

て
思
つ̂

の
t

對
し
て
一
大
雄
步
を
爲
し
つ
、 

あ
る
1

の
と
い
4

可
き
で
あ
る
0

激
^

固たる方法論が缺如して思ることはノ不戰定な栽礎の：
上に立つて上
 

部
蓮
を
論
ず
る
こ
と
で
お
っ
て
：
決
し
て
問
題
の
根
本
的
解
決
を
期
待
ず
る
こ
と
を
得
ぬ
.

か
ら
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
不
雲
な
狀 

態
.

遷

す

る

潘

拟

、
.

_

や
.

方
法
論
”

的
議
論
：の
:#

坐
を
豐
さ
ね
壯
止
ま
ぬ
念
で
あ
，ち
ぅ
。
十
九
世
紀
の
終
に
於
て
旣
.に
デ
ィ
丨
- 

ッ
パ
ル
淑̂

者
藏
搶
雜
滴
學
の
体
論
笫
ー
貝
に
说
て
述
べ
て
.

日
く「

識
:#

經
濟
#
は
旣
に 

一;#
紀
：以
上
.

£

る
—
覺
し
塞
響
と
多
火
の 

_

艰
と
の
跡
を
囘
顧
す
る
こ
士
が
出
來
义
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
今

m

に
於
て
も
、
此
科
學
は
抑
*

何
で
あ
^

か
.—

—

‘
&

を
包
故
し
、
 

何
を
除
外
し
、
如
何
に
し
て
認
識
し
'

:

如
何
に
し
て
鲁
せ
ち
る
、
か

Q

問
題
に
對
ん
て
は
、
尙
ほ
不
明
瞭
な
る
有
樣
で
あ
る
L

s

三)

 

と
。
而
し
て
デ
ィ
！
ッ
t

ル
の
.

方
进
'^

讲
な
る
其
费
書
は
此
問
題
解
決
_

爲
：に
企
て
ら
机
た
も
の
：に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
ア
ル
フ
レ
ッ 

ド
、
ア
モ
'

ダ
は
泚
デ
ッ
ー
々
乂
の̂

长
賛
成
し
ノ
把
に
之
に
附
加
へ
^

轺
4

辱
は
i

i

-

r1L
rL
0

ik
..
w

Q

1

,

l:«
:

./
i

%

.

i

\終
る
疋
當
ゎ
其
本
質
に
於
て
植
紀
の
麓
換
期
に
於
け
る
.典
狀
態
と
少
し
も
變
つ
て
te

ら 

ぬ
。」

と
啖
じ
、
之
を
説
明
七
て
冶
く「

科
學
^

1

1

问
は
異
常
に
#

且
つ
多
樣
に
發
展
す
る
0

.

併
し
な
が
ら
之
と
平
，行
し
て
、

一
方
に 

於
て
此
等
ー
.

切
の
1.
1

々
の
現
象
を
體
呆
的
に
秩
序
.立
て
る
統
一
的
關
係
を
欲
球
す
る
程
度
が
益
,
强
く
な
り
.、
他
方
に
於
て
铳
一
内
な 

科
學
的
全
體
Q

1

S

に
不
I

絕

ぇ

ず

焚

し

、
體
系
的
顏
に
は
絕
ぇ
中
录
盾
が
充
滿
す
る
P

略
言
す
れ
ば
對
象
I

に
不̂
^

u

全
と
な
る
の
で
あ
る
0

し、胜
四)

とo

斯
く
の
如
き
不
{

元
全
、
矛
盾
、
不
安
の
原
因
は
正
し
く
方
法
論
的
恶
礎
が
從
來
の
經
濟
蜞
に
於
.て
顧
 

み
ら
れ
な
か
つ
た
こ
と
に
.
歸
せ
ち
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
：、
經
濟
學
の
現
狀
に
對
す
る
リ
ー
フ
マ
ン
の
批
判
は
正
に
正
瀧
を
得
て
焐
る
。
即
ち
 

彼
は
從
來
の
理
論
の
露
、
矛
腐
を
ニ 
•

三
指
摘
し
てE

く

「

今
日
尙
ほ
'常
に
缺
け
て
居
る
所
の
も
の
は
、

_
言
を
以
て
言
へ
ば
理
論
 

的
體
系
、
即
ち
今
：=
の
交
換
¥

於
的
機
權
の
體
系
的
分
析
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
最
も
一
般
的
な
槪
念
か
ら
出
發
し
て
最
も
市
；要
な
 

る

塞

量

鑫

一

的

H

霸

す

る

所

Q
|
g

系
的
分
析
が
欠
け
て
居
る
の
で
f

。
而
し
て
此
缺
如
0

理
川
は
旣
に
述
べ
た
如
く
、
經

&
の
^

容
、
本
質
、
即
ち
經
驗
に
依
つW

與
へ
ら
れ
た
る
交
^

の
問
題
を
正
し
く
理
解
し
な
か
つ
た
こ
と
に
#

す
る
の
で
あ
る
。
近
代
 

の
論
理
擧
の
言
襄
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へ
ば
、
科
學
の
與
へ
ら
れ
る
經
驗
的
對
象
即
ち
觀
察
せ
ら
れ
た
る
實
際
上
の
經
濟
生
活
現
象
か
ら
誤
れ
る
認
識
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然
ら
ば
此
.「

今
'日
尙
'
ほ
缺
如
し
て
居
る
所
の
理
論
的
體
系」

は
姐
何
な
る
方
面
か
ら
他
給
せ
ら
れ
つ
、
あ
る
の
か
と
い
ふ
に
、
罾
ん
 

は
大
體
に
於
ヤ
相
對
成
す
る
1

一
 

つ
.の

方

面

を

區

別

ず

る

こ

と

が

出

來

る

と

思

ふ

。

其

.

.一
つ
は
由
來
の
古
い
英
國
十
1-
|
典

貧

派

の

流

を

承

繼

 

し
つ
，ゝ
經
濟
學
，の
坐
發
點
を
挟
術
的
自
然
的
な
範
嚼
に
取
り
、.
社
會
の
櫬
成
に
對
し
で
特
に
社
#:

的
な
る
郎
等
か
の
要
素
を
認
む
る
こ
 

と

な

く

、
伽

人

、玉

義

的

な

社

會

關

紙

を

想

定

す

る

I

派
で
あ
る
。
他
の
-

一
派
は
.之
に
.反
し
.て
脉
に
獄
#-

的

な

る

耍

素

を

認

め

、
'
之

に
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經
濟
«

の
伤
務
^

宛
義
し
、
之
に
據
つ
で
經
濟
學
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の
認
識
對
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.

ん
こ
と
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然
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^

社
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済
'
f

社
會
的
浞
的
基
鹅
‘

■ 

六

が
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論
理
的
前
提
ょ
り
し
て
演
繹
的
硏
究
方
法
を
探
用
し
、
假
宛
的
な
る
經
濟
法
則
の
樹
立
に
於
力
し
、
北
ハ
前
提
内
に
於
け
る
論
浬
上
の
一 

般
的
安
當
性
fc

證
明
ぜ
.

ん
と
す
る
、
後
衆
は
.

之
に
反
し
.

て
；或
■

敗
#'

的
勢
ガ
を
承
認
ず
.

る
結
^:

雜

な

る

：

截
的
推
論
を
行
ひ
難 

く
、
共
爲
に
論
理
的
法
則
の
樹
立
は
困
難
と
爲
り
、
其
場
合
/

\

に
於
げ
る
具
職
的
な
現
實
社
#

こ
.生
起
す
る
取
な
る
货
則
时
現
象
の 

說

明

に
.|
!

:

ま
ら
.

ざ
る
を
得
ざ
る
に
.
.至
る
0

乜
办
る
0

，前
者
の
模
^

:

§

人
物
.

は
、
古
典
擧
派
の
代
表
的
大
家
，
リ
カ
ー
ド
丨
1

ジ
K

1

エ 

.
ス
I
ル」

、
下
つ
て
最
近
に
於
て
は
デ
ィ
ー
ツ
.

K

ル
、
フ
ィ
リ
ッ
ボ
ヴ
乏
チ
、
メ
ン
ガ
T-
,

ベ
！
ム
，
パ
ヴ
〒
ル
ク
等
に
之
を
見
る
^
と
が
出 

來
石
。
後
^

の
代
表
的
人
物
と
し
て
ば
デ
ィ
ー
ル
、
シ
ユ
ト
ル
ツ
！

y

ン
、
シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
等
.を
擧
げ
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
ぅ
。
例
へ 

ば
ミ
ル
ば

.「

經
濟
學
は
專
ら
富
の
獲
得
を
願
望
ず
る
も
の
と
し
て• 
： 
•觀
た
る
人
間
に
.

關
ず
る
學
間
で
あ
るo

.

,

:

.經
濟
學
は
人
類
を 

ば
、
偏
に
赏
の
獲
得
並
に
消
费
に
靡
念
す
る
も
の
と
し
て
考
察
す
石
の
で
あ
る
•

し(

註
5

と
*

ベ
て
ゝ
明
瞭
に
各
人
の
阳
人
的̂

^

に
經 

，̂

學
の
ひ
發
點
を
取
り
ノ
行
爲
の
因
的
の
物
質
利
、(

即
ち
欲
望
滿
足
'

に
役
立
つ
富)

に
依
つ
て
其
對
象
を
決
足
せ
ん
と
し
て
居
る
。 

而
し
て
共
棣
る
可
.き
方
法
は
之
亦
明
に
演
釋
的
方
法
た
る
可
き
^
と
を
主
張
し
て
居
るC

即
ち
田
く「

晋
人
は
^

驗
的
方
法
が
偷
^

科 

擧
に
於
け
る
折r

學
的
硏
究
の
：.r
h

當
な
る
仿
法
た
る
こ
と
.

を
肯
定
す
る
に
.1
|

:

ま
ら
ず
、
更
に
進
ん
で
そ
れ
が
唯
一
の
.方
法
で
あ
る
こ
と
を 

虫
張
す
る
。
菩
人
は
經
驗
的
方
法
即
ち
特
殊
的
經
驗
の
方
法
は
常
に
先
驗
的
方
法
の
補
犰
と
し
て
適
用
せ
ら
れ
得
る
も
り
で
あ
つ
て
、
 

其
缺
く
可
か
ら
ざ
る
補
充
を
す
ら
成
ず
も
の
で
は
あ
る
が
、
赀
姐
な
る
眞
理
の
或
馨
な
る
ー
體
に
到
達
す
る
の
手
段
と
し
て
は
、
比 

等
の
科
學
に
在
つ
て
は
全
然
效
-m

の
無
い
も
の
で
あ
る」

(

註
七)
と
。
或
ば
又
日
く「

rf

く
の
如
く
、
經
濟
學
又
は
凡
ゆ
る
他
の
^
會 

'科
學
の
部
門
に
於
て
は
、
吾
人
は
肉
然
が
之
等
を
間
繞
せ
る1.

切
の
複
雜
に
纒
れ
た
る
興
體
的
事
實
を
觀
察
し
て
^
て
a

现
に
到
達 

す
る
こ
と
を
望
み
得
ざ
る
が
故
に
、
先
驗
的
方
法
即
ち
杣
象
的
硏
究
方
法
の
外
に
は
他
に
.

何
等
の
方
法
も
殘
ら
ぬ
の
で
あ
る」

(

註
八)

■
Ef
e
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.
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T
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高
撟
敎
授
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純
濟
學
史C

日
水
評
論
社

〕

二
三
八
丄
一
一
ニ
九
页 

更
に
又
デ
ィ
1

ッ
ユ
ル
は
ミ
ル
の
此
立
場
を
殆
ど
全
く
踏
襲
し
で
、
同
じ
く
經
濟
人
の
假
宠
釔
設
げ
、
經
濟
學
の
對
象
‘を
物
質
に
の
み 

限
妃
し
、■
演
輝
的
杣
象
的
方
法
I

用.
す
る
。
而
し
て
其
論
理
的
出
發
點
に
於
てU

つ
の
前
提
を
宛
め
る
。
心
理
的
前
提
と
社
會
的
前 

■傲.
即
ぢ
之
で
あ
る
。
前
客
枕
所
謂
る
經
濟
的
原
則
で
あ
つ
て
、
之
を
ニ
一 
つ
に
分
ち
、
2

)

經
谪
袖
i l
i

機(

富
の
1

の
P

^

l

i
 

壞

ょ

^ ;.

.(
0.

み.
行
勋
す
み
輒
人
、,.
'

9

)

最
少
竽
段
の
原
則
に
從
つ
て
行
動
す
る
個
人
、(

C

)

'
•'
行

爲

の

效

カ

と

結

艰

を

完

全

に

豫

测
 

す

：る.能
力
あ
る
個
人
と
す
る
、
後
盏
は
個
人
ホ.
義

的

に

構

成

せ

ら

れ

た

.る

社

# '
に
關
す
る
前
提
で
あ
0 ,,

で
、
氏
は
此
社
會
組
織
を
、
地 

方
分
樹
的
11
故

(

A

ri
l
競
#

i

)

. i
中
央
*

矹
㈣

趴
織
ハ
集
產
紐
織
^

と
に
分
つ
が
、
經
濟
現
象
の
說
明
に
最
も
必
要
な
.る
も
の
と 

し
て
競
爭
紐
着
免
假
记
す
る
。
田
く
イ
向
凼
競
帶
組
織
义
は
薩
观
織
の
パ
教
灌
と
^

て
办
懷
値
比
相
對
的
龙
も
の
で
あ
る
。
其
憤
値 

_

係
は
、
此
等
何
れ
か.
一
つ
の
支
配
す
る
限
枞
が
現
實
的
に
狹
い
か
廣
い
か
;
に
從
つ.
て
移
磡
す
る
0

が
併
し
縱
令
ひ
典
價
値
が
相
對
的 

.
で
あ
る
と
し
で
も
，、
然
も
似
ほ
認
識
論
的
に
§

す
れ
ぱ
競_

^

織
(0.
敎
義
に
對
し
て
ば
裳
組
織
の
敎
義
ょ
：0

も
、
一
麻
多
大
の
蜇
要 

性
が
加
へ
ら
る
可
き
•
で
あ
る」

ハ
註
ぎ
と
。
：
デ
ィ
I

ッ

ユ

ル

ば

競

爭

經

繳

が

1

が

_

寧

に

惯

値

關

係

即

ち

合

卧

的

性

の

見

地

か

ら

必

要 

視
さ
る
ど
U.

ふ
ょ
b

L

al
t

假
淀
め
下
に
於
け
ざ
®
明
が
幾
多
の
複
雜
な
る
未
解
犯
の
問
题
に
膝
決
衫
與
べ
る
が
故
に
菸
要
な
の
で 

あ
る
ど
5

ふ
立
場
か
-̂
'

且
づ
又
§
^
1
船
織
の
，修
^ ;
の
下
に
於
げ
る
規
：象
ぼ
前
者
の
假
說
に
.依
づ
て
容
易
に
說
明
し
得
る
と
い
ふ
生
張
か

ら
、
認
識
論
的
に
其
重
要
性
^>
說
く
£

で
^

な
。
'
';
:._

へ
訣
九
：
d-
:

i

e

t

N

e

r
 .な
 

O
.
V
S
.

VOC
.

■
:
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•

'

?

.
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■

'
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■

;
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.

_

:

.

.

.

し
Ji
t

'：
等
の.
部
臆
^

派
1

繼
承
ず
る
方
法
論_

對
じ
で
、.
，社
僉
的
^

發

點

^

逍

張

ボ

を

人

ギ

'

經
濟
：學
の
肿
會
的
法
的
叛
礎
ハ
.

七
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雄
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.

る
か
。
本
,

交

&

同
的
：&
^

ど
^

て
此
货
場
欧
'

立
つ
A

ダ
、
特
B

«

會
的
翻
的
a

派
^

^

禁
拉
u

-r
:

目
在
^

〉

方
1-
^

-

1

ァ
ィ
ー
ル
に 

據
つ
て
共
^

^

を
檢
し
且
つ
之
を
批
刺
す
る
こ
と
.

で
あ
る
0

,
7

 

一
 y

、

-;
;

.
社
#

的
出
發
點
を
撖
を
學
派
の_

無_

、
%

說
史
3

圾
較
的
近
代
む
顧
す
る
6

で
，軟
ク
吻
、)

^

0

 
ロ
l -
M

r :
:

X .
;.
や
マ-
ル
.ダ
ス 

.

等
の
社
# '
主
義
者
が
斯
る
觀
察
法
を
採
用
し
た
最
初
の
人
々
で.
あ
か
と
考
へ.
ら
れ
て
鹿
る
機
で
'あ
が
o

«

へV
ば.
シ
：
ぅX

ル
-̂
'

マ
ゾ
は
、 

1

丨
^

べ
ル.
ト
ス
：
.
の

: »
本
論
狀
べ
ス
チ
ャ
の
进
鄭
的
自
的
女
義
を
撕
離
せ
を
ー_

を
讥
荆
レ
て
後
に
日
く
-!
',
既
仏
ロ
1

.̂
:
.
べ

ル

ト

ん

は
 

『

斯
く
の
如
ぎ
考
へ(

經
濟
法
則
に
關
す
を
バ
ス
デ
ャ
:1
.

の
ー
普
修
故
«

、.
、®

由

義

ヒ

撤

ず>

_̂

凇

的
2

諷

つ

て！̂

 j

と

言0

て

兆 

十»-
-
|
典

的

な

韻

論

^ :
姻
め
て
行
く
、
其
議
論
の
中
'-
1:
''、

彼
は
斯
く
の
.如
き
見
解
に
對
し
で
國
民
經
濟
CD
'
社
#,
街
■

的
性
質
i

ロ
ー
ド
べ
、

ル
；ト
ス
は.If

國
家
經
濟
的
又
は
共
産
主
義
的
性
質
と
言
'
つ
て
思
み
丨

.̂

を
適
切
に
叙
述
し
て
其
薺『

^

^

刚』

；
七1

.

頁
以
下
の
論
陬
を

進
め
で
居
ざ 
0
:

:

:
 

、
； 

'

'

.'
:
: 

':

■..

〉

.

.
 

：
 

：

ご

.
,

•
.
.
.
.
.
+ 

•
. 

• 

• 

.

.

. 

•
+ 

. 

 ̂

.

-

m

lt

フ.
メ
ン
：•
ロ
ー
ド
べ
ル
ト
ス
に
依
つ
て
初
て
浯
人
の
科
學
の
中
に
齎
ら
さ
石
、
に
至
り
、
今
や
亦
余
に
依
つ
て
採
用
さ
る
-
に

至
つ
た
11
#

有
機
的
觀
察
は
.『

舊
き
賃
銀
恶
金
論』

の
見
解
に
對
し
.

て
一
.
0

の
避
端
、
I

余
は
寧
ろ
.

一
つ
の
.『

反
對』

■

と
言
ひ
度
.い 

—

を
示
す
も
の
で
あ
る」

6

1

)

と
。

： 

■
■ 

■ 

. 

,

力
ー
ル
•
デ
ィ
ー
ル
も
亦
同
様
に「

孤
立
的
經
濟
の
出
發
點
の
誤
謬
を
初
て
髖
系
的
ビ
指
摘
し
’

典
代
り
に
社
龠
猶
巍
^

觀

^

方

法

を
 

^

き
入
れ
た
效
叙
は
就
中
力
1

ル
a 

ロ
1

ド
べ
ル
ト
ス
に
歸
す
る
も
の
で

あ
る」

(

駐
ニ〕

と
言
つ
て
、
シ
ュ
ト
ル
ッ
マ
ン
こ
倣
つ
て

パ
 

ス
チ
ャ
に
對
す
る

a

1

ド
べ
ル
ト
ス
の
批
評
を
擧
示
し
て
罟
る
0

IT
L

ニ 

K
.

 

D

c'
I

l

rTi
l
e
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r
e
t
i
s
c
l
v
u
.

 

N
a
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i
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n
a
l
6
k
§
o
m
i
e
.
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, 
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4
C
T
.

そ
れ
で
は
ロ
ー
ド
べ
ル
ト
ス
等
に
依
つ
て
初
て
體
系
的
に
镍
人
き
ら
れ
た
と
言
比
る
、
其
社
#:
經
濟
的
觀
察
法
と
は
具
體
的
に
ナ
體 

何
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
。

n

1

ド
.

ベ
ル
ト
ス
は
社
#

的
觀
察

Q
:

极
摅
を
分
業

(

又
は
分
勞)

に
求
め
る
。
社
#
に
分
業
が
行
は
れ
石
が
爲
に
個
人
の
經
濟
は
個 

人
の
經
濟
で
な
く
な
り
、
.

一
祉
會
全
體
の
一
员
と
し
て
の
特
殊
な
經
濟
と
爲
る
の
で
あ
る
と
說
く
。
f

「

.

.
：
孤
立
的
經
濟
に
於
て 

も
、
經
濟
的
概
念
や
經
濟
的
發
展
は
確
に
作
在
し
得
る
が
、
併
し
國
埒
經
濟
的
概
念
や
國
拔
經
濟
的
發
展
な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
：

:

國
拔
經
濟
は
八
/7

業
を
俟
つ
で
初
て
發
生
し
、'
分
業
は
孤
立
的
經
濟
を
終
息
せ
し
む
る」

、註
|

0

と
0

然
ら
ば
分
業
に
依
つ
て
發
坐
す 

る
隊
民
經
濟
と
は
―

體
何
を
梢
す
の
か
。
個
人
の
經
濟
は
之
に
，依
つ
て
如
何
に
變
化
す
る
の
で
あ
る
か
o
 

ロ
1

F

ベ
ル
ト
ス
^
身
の
言 

^

に
依
れ
ば「

分
業
と
共
.

に
個
人
問
に
，|

つ
の
共
同
社
會
0

.

§

&

3

&

3

が
生
れ
'
る
。
，

て
 

：

「

そ
れ
は
、觅
に
捵
立
經
濟
0

.

あ
ら
ゅ
る
概
念
に
對
し
て
新
し
い
蚀
亂
を
抑
辕
じ
、
#:

等
の
歡
念
は
'

之
が
爲
に
、
脑
々
の
坐
產
經
濟
並 

1 

に
消
费
經
濟
の
.

脆
阐
並
に
本
質
を
奪
ひ
.

去
ら
れ
■

る
o

. 

. 

 ̂

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

. 

-

.「

そ
れ
は
、贾
に
孤
立
的
經
濟
に
於
て
佥
く
其
類
を
见
ざ
る
所
の
別
筒
の
經
濟
的
概
念
を
扒
の
孤
立
执
經
濟
に
附
加
す
る
も
の
で
あ
る
0
 

一' 

.「

最
後
に
ゝ
そ
れ
は
更
に
其
社
俞
内
體
の
銃
制
の
爲
^

ー
系
の
新
し
い
經
濟
行
爲
を
必
然
的
に
耍
求
す
る
も
の
で
あ
る̂

其
經
濟
&
爲

と
.

い
ふ
の
は
か
.

の
新
し
い
經
濟
概
.

念
と
共
に
一
つ
の
新
し
い
且
つ
特
殊
の
全
體
、
卿
ち
全
く
別
箇
の
«:

濟
紐
鏹
、

ー
つ
の
社
會
經
濟
に 

I

 

合
；ー
せ
.

ら
る
、
も
の
で
あ
る
0
 

—

丨
個
人
間
の
分
業
に
菽
磯
を
置
く
經
濟
收
共
同
社
會
に
做
つ「

て
明
&

に
條
仰
づ
げ
ら
れ
た
る
此
'の
全 

一
 

く
別
微
な
經
濟
§

*

ば
、
斯
が
が
故
.

に
こ
そ
如
何
な
る
點
杧
於
て
も
典
丼
麼
生
義
的
性
質
:̂
:

资
起
し
得
ぬ
も
の
.

で
あ
，0
:

、
そ
れ
は
國
圾
'
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經
濟
學
の
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的
法
的
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七

四

0
一
四
四
5

て
廣
坐
す
る「北

.：

素

義
的

性

質

j

各

「

■

經
濟」

又

ば「

國
家
經
濟j

と
：は
實
質
的
に
何
を
霞
す
る
の
.

で

ぁ

る

か

。

之

.に

答 

へ
る
に
容
業
i

味
を
了
解
せ
ね
ば
.

な
ち
ぬ
：o

ヤ
1

ド
べ
ル
ト
ス
は
ア
ダ
ム
•

ス
ミ
ス
於
其
國
甯
論
の
劈
；

§

に
於
て
.留
針
の
塵
を 

相
に
識
つ
て
述
.

べ
：て
屈
る
様
裒
業
の
技
，術
的
、
個

人

裏

的

鐘

の

'み
に
賛
成
し
な
い
ぜ

み
又
は
.
一
.鬣

；の

盡

の

一
.部
分
の
.み
に
從
孚
る
關
係
と
解
し
.、
又
生
產
の
著
大
な
咐
»1
.を
齋
ら
す
氣
學
め
る
も
の
と
し
ぶ 

れ

を

觀

す

る

様

直

方

S

成
し
な
い
o
.着

は

S

に
於
て
確
に
ス
ミ
ス
の
說
く
如
き
顏
f

f

持
つ
が
、
そ
れ
は
分
業
の 

本
f

極
め
た
f

の
I

ふ
こ
と
は
出
來
ぬ
。「

分
業
の
本
質
は
益
人
I

に
從
す
る
■

正
し
く
其
共
產
I

に
存
す
る 

の
S

る
o
;分

'.
*

は
正
.
.に
努
働
の
共
同
と
呼
仗
る
可
f

の
な
の
.で
ぁ
る
。，

」

換
言
す
れ
ば「

勞
動
の
共
同
は
、
人
間
が
相
互
に
經
濟」

一
 

の
交
易
を
行
.ふ
限
^
:、
即
ち
分
業
の
中
に
生
浒
す
る
限
り
、
，
.
:

.地
上
の
如
何
な
る
箇
所
に
も
實
瑰
さ
れ
る
れ
で
ぁ
.る」

S
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今
一
つ
分
業
は
"
國
家
的
經
濟
に
於
て
は
生
S

:
增
加
を
意
味
す
る
許
り
で
な
く
、
.共
同
的
勞
働
に
依
つ
て
唐
さ
丫
た
る
ヒ 

產
物
の
分
亂
を
も
意
味
す
る
。「

分
業
即
ち
努
働
の
分
割
、

(
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割
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註
六 

Rodberfus ? a. 
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O. 

S. 

80
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K
r̂

觀
之
' 

ロ
ー
ド
べ
ル
ト
ス
は
分
業
：の
，•
艰

,;
i

し
て
發
生
す
る
#:

個
人
間
の
交
易
關
« ;
に
敗
特
殊
の
國
段
經
濟
的
敗
念
を
.認
め
て 

居
る
樣
に
£
受
け
ら
れ
る
。
仂
し
な
が
ら
、
若
し
然
り
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
前
に
取
げ
た
デ
ィ
丨

ツ
ェ
ル
の
地
方
分
撤
的
社
會
組
織
即
ち

i

i

i

g

i

i

i

i

l

各
人
か
者
姐
に
從
つ
て
自-

3

に
行
動
す
i

と

邊

味

す

る

、
社

會

當

边

羅

羅

と

何

q

相
違
が
t
o
,

で
t

か.
、
デ
ィ
-
 

■'

ル
や
シ
ゾ
ト
ル
ッ
マ
ン
が
特
に
社
會
的
觀
察
方
法
を
採
也
る
先
驅
器
と
し
て
擧
げ
た
る
极
據
は
抑
も
何
處
に
仔
す
る
の
で
ぁ
る
か
。
，

'»

人
ト
べ
ル
.

タ
ス
.

,

：前
'1
1

の
<
7|

截
の
說
哪
に
'

引
.»

い
て
'

述
：べ
る
'*
(0
.

1

節

は

此

爾

，̂

沁
か
の
如
く
考
へ
ら
れ
る
0
 

T
 

ち
ル
意
味
に
於
て
八
ハ
業
は
留
針
の
坐
®

に
就
て
述
べ
ら
，る
\

.

が
如
き
意
味
に
於
け
る
ょ
り
も
|

/§
-

高
等
な
.

る
或
も
の
で
ぁ
る
0
 

そ
れ
は
此
意
味
に
於
て
は
寧
ろ
個
人
の
聚
合
か
ら
、社
;#

を
作
り
圯
す
所
の
物
質
的
觀
滞
で
ぁ
つ
て
そ
れ
は
恰
も
.『

道
德』

や

『
法
雜』 

.

於
倫
理
的
に
、『

言
語』

.

や
、

『

國
民
意
識J

が
精
神
的
に
、
之
を
爲
ず
の
と
同
様
：な
の
で
,̂

るo

分 

係
、
即
ち
當
然
ー
人
が
全
員
の
爲
に
.

働
き
、
：入
貪
が
.

ー
人
の
爲
に
働
:.
<

と
い
ふ
ー
つ
の
.

共
同
關
係
が
依
つ
セ
^
^
^

的
根
本
關
係
な
0

で
ぁ
る
0.

此
最
高
の
社
會
連
帶(

5
0
目

艮
§

)

の
規
則
こ
そ
分
業
の
究
竟
の
原
則
で
ぁ
る」

、註
七)

と
0 

託
七 

R
o

d
b

e
rtu

s;  

a.  

a.  
p
 S

.

00
0. 

•

.

I

 

各
#

人
が
そ
れ
^

^

坐
遮
の
一
帘
分
を
八
刀
擔
し
、
收
益
を
分
配
し
合
ふ
；と
い
ふ
こ
と
か
ら
或
る
彻
に
社
#
的
な
る
も
の
：、
：謂
は
^

，社 

V

 

會
的
全
體
と

S

ふ
如
き
も
の
が
祁
在
す
る
に
至
り
、
各
人
は
其
社
會
讷
全
體
め
爲
^
影
響
淹
蒙
り
本
來
の
個
人
の
姿
を
消
し
て
仕
舞
ふ 

と
い
ふ
椅
な
考
へ
方
が
此
ー
箾
の
中
に
魂
は
れ
る
。
ロ
ー
ド
べ
.

ル
ト
ス
は
獨
立
せ
る
社
#
的
全
體
を
意
味
す
る
と
解
せ
ら
れ
る
様
な
言 

; 

葉
を
他
の
简
所
で
;1
:

*

1

.

用
し
て
席
る
の
で
ぁ
る
°

例
へ
ば「

分
業
に
依
つ
て
社
會
は
分
解
し
.難
き
經
濟
的
条
體
に
ま
で
紐
合
せ
ら
れ 

\ 

る」
9
0
&
e
r
t
u
s
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Z
u
r
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e
l
e
u
c
h
t
u
n
g
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e
r

 

s
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.
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.
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r
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00
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.

 

s
.

 

4
0
)

「

■

は
此
全
體
の
見
地
か
ら
出
發
せ
私
ば
方
ら
ぬ」

(

同
、
四
〇
s

「

科
學
は
：
：
分
解
し
得
あ_

體
、
^

-

 

.
所
の
も
の
、
即
ち
斯
く
の
如
き
盡
の
前
提
に
依
つ
て
初
て
灌
し
得
る
所
の
も
の
を

i

が
く
分
■

し
、
錄

片

か

ら…

.初
て
全
體

の
，概
念
に
洱
び
登
ら
ん
<!
:
.
.
欲
す
る」 (

同
、
四
ー
頁)

.

「

國
家
經
澈
學
：は
：
：
直
に
_
民

的(

社
#
的〕

勞
働
及
び
國
民
的
财
產
の
概
念
か 

.
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法
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セ
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人
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四
四
四)

 

ら
出
發
し
な
げ
れ
：ば
な
ら
比
か
っ
た
•
の.
だ
。
前
諸
、
ii
l

M

的
勞
働
と
は
即
ち
分
業
に
依
つ
て
分
解
川
來
ぬ
故
に
全
體
に
ま
で
結
合
せ
ら 

れ
た
る
個
々
の
力
の
協
力
で
あ
る
、

.
後

客

即

ち

國

民
§
^

產

と

ば

：
ー
，國

思

內

に

存

す

る

彻

货

的

財

货

>-
|
|

で
あ
っ
て
、
國
^

的

. ^
1
3
 

利
/J
i

に

依
0..
て.
同

様

：
に

分

解

出

來

ぬ

.
様
に
結
合
ザ-
ら
れ
た
る
集
合
物
で
あ

るK
㈣

、
四 
一
，
一
®

其

他

最

初

に

引

用

せ

る

D
a
s

 

PCapitai,

s. 

7
7

 

以
下
の
交
句
等
で
あ
る
0
:
,
•

 

: 

:

:

.
■'
•

/ 

‘

之
^

要
す
る
に
、
分
業
(0
:

.

結
课
と
し
て
生
ず
る
所
の
、
分
解
し
得
ざ
る
或
も
の
は
個
人
の
經
濟
行
爲Q

性
質
を】

變
せ
し
め
て
、「

新 

し
い
^
殊
の
全

艘」

の
下
.に
於
て
の
み
之
を
理
解
せ
ん
と
す
る
も
の
\

如
く
で
あ
る
0
併
し
な
が
ら
此「

特
殊
の
全
體
し
た
る
社
#
が 

取
に
7/
*

;

,

に
交
誉
通
じ
て
關
係
す
る
所
の
個
人
の
聚
合
以
外
の
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
如
何
に
し
て
分
業
か
ら
生
れ
て
來
る 

の
か
與
||
,

.

|

の
論
现
は
全
く
明
に
さ
れ
て
席
6.

ぬ
0

否
な
：寧

ろ「

社
#

的
全
體j

と
か
共
産
中
：義
的
性
質
と
か
-

或
は
社
#
連
帶
と
い
ふ 

言
奮
使
如
す
る
に
も
拘
ら
ず

(
D
a
s

 

K
a
p
i
t
a
l
;

七
八
M
、

八
〇
頁
、，八
四
员
、
八
產
、
一
〇
六
M

S

そ
れ
は
各
人
が<

1

山
競 

印
紐
織
の
下
に
行
動
す
る
結
艰
坐
れ
て
來
る
社
會
的
經
濟
現
象
を
指
す
も
の
に
外
な
ら
ぬ
で
あ
ら
ぅ
。
彼
が
分
業
を
以
て
生
產
の
U:(

產 

主
a

(

同
書
八
四
0

と
解
し
た
り
、
或
は
交
易
現
象
を
生
む
I

ベ
同
書
：<

〇
M

>

,

と
も
解
し
灰
り
、.
又
社
兪
に
於
け
る
富
の
分
16 

現
象
を
以
て
、
各
人
が
部
分
的
に
坐
產
し
っ
、
然
か
も
：其
-t
l

:
#
的
總
生
產
物
の一

部
分
が
所
得
と
し
て
各
人
に
享
受
せ
ら
る
、

指
し
て
分
配
現
象Q

社
#

性
を
主
張
す
る
所
ル
ら
見
れ
ば
、‘
社
#
的
全
體
と
は
デ
ィ
ー

ッ

K

ル
の
稱
へ
る
A

I1
!

避
爭
紐
織
'と

'

同
一
槪
念 

と
解
す
る
の
が
常
然
で
あ
ら
ぅ
。
從
っ
て

a

丨
ド
ベ
ル
ト
ス
が
rn

ら

「

國
拔
的
需
要
、
國
段
的
生
產
、:
國
坟
的
生
產
物
國
坟
的
資
本
、
 

及
び
國
諸
所
得
S

如
き
概
念
は
個
人
的
の
謹
、
生
產
、
坐

廳

、
資
本
及
び
所
得
の
f

る
聚
合
と
は
全
く
異
な
っ
て
f

」

(

同

書

九

〇

；8

と
い
；へ
る
意
味
は
、
そ
れ
が
唯
.、
，{:
!
給

A
足
を
す
る
“

ビ
ン
ソ
ン
*
ク
ル
.
1ソ

ー

の

聚

合
<!
:

は

全

く

異

る

と

い

ふ

意

味 

に
解
す
ベ
き
で
あ
つ
て
、

デ

イ

ー

ル

や
f

ュ
ト
ル
ツ

マ

ン
の
考

，
へ

て
居
る
如
く
所
謂
る
交
換
經
蔣
的
社
會
吃
非
ざ
る
或
匕
特
别
な
既
會

的
^
體
が
分
業
に
依
つ
て
生
れ
る
と
解
す
る
の
は
ロ

ー

ド
べ
ル

ト

ス
の
眞
意
.を
得
た
る
も
の
で
は
ト
エ
い
で
.あ
ら
ぅo

.

.然
+
は
デ
ィ
ー
ル
や
シ
ユ
ト
ル
ツ
マ
ン
向
身
が
抱
懷
す
石
所
の
社
會
的
法
的
又
は
社
會
有
機
的
出
發
點
と
は
何
を
言
は
ん
と
欲
す
る 

も
の
な
の
で
あ
る
.か
0.
.'
'

:

'

.

:
 

,

.

H

經
濟
理
論
の
妥
當
性
 

•

先
づ
デ
•ィ
丨
ルQ

理
論
經
濟
學
に
於
け
る
出
發
點
を
見
る
に
、
彼
は
最
初
，に
對
象
決

■

間
題
を
取
扱
ひ
、.ム
を
物
的
内
容
の
見
晚 

如
ら
と
、
形
式
的
観
察
方
法
の
見
地
か
ら
と
に
分
け
て

f

。
物
的
內
容
に
依
る
襄
に
從
へ
ば
、
人
間
の
生
沾
に
於
け
る
爾
餘
の
現

.
象
£

し
で
1
霖
飭
標
黎
擎
も
の
は
：「

人
間
が
飲
望
滿
坪
の
皆
乾
用
ず
.

_

_難
^

.爲
の
：此
方
而
を
氣
明
や
る
.

AJ

と
が
經
藝
の
，任
務
一
で
あ
奢」

.

_■ 

z

 :: 

,
.へ

パ

：
.

.

^
 

V

 

':
■

:
.
.
v
'

'

デ

1
71

に
於
て
は
A

⑴
ゾ-
ハ
ぐ
货
の
1.
象
ヵ
物
猶
で
あ
.

る
と
い
'

ふ
こ
と
：が
經
濟
學
.の
對
象
を
內
容
的
に
敗
觉
す
る
こ
ど
に
爲
る
の
で

あ
る
。
此
宠
義
が
不
充
象
次
第
は
嘗

‘て
、
他
の
機
#(

一
 
二
田
學
會
雜
誌
V
Z:
六
督
麗
'-
'
撕
ま
莲
に
敢
し
た
通
:̂
:
で
あ
る
。
令 

田
の
.靡
會
：に
1
で
經
濟
现
象
；の：中
心
問
題
た
：る
交
換
吼
題
、

.愤
格
胗
成
の
問
題
の
；對
狹
ト
像
ヤ
か
の
紙
取

|'
0
吻
€

財
斯
に
限
ら
れ
ぬ 

人
間4

®

務
給
付
、•
.又
ば
露
種
の
權
利
1

も
物
質
的
財
貨
と
同
じ
檨
；に；此
問
題

.の
中
に
纪
^-
れ
て
思
る
^
で
あ
る
0:
•

'

-
 

斯
ぐ
の
如
き
_
的
€
寒
に
故
に
侬
つ
亡
は
、
對
象
：
.に
何
等
,ひ
論6

的銃：：

一
も
認
識
齓
的
_
1
_

ら
れ
ぬ
：
o •彼が一一
#
同 

に
、「

對#

の
形
式
的
限
裏
見
地
じ
'i
し
：て
擧
げ
る
所
の
も
の
ば
當
然
迄
に
根
當
ず
る

W

の
で
な
け
忙
断
な
’ら
ぬ
等
あ
る
。
皮
ボ
此 

處
で
如
何
に
述
：，、へ
て
届
.̂

か
と
.い
ふ
に
、
そ
の
言
を
其
儘
别
川
す
れ
ば

「

菩
々
の
科
學
に
取
つ
て
は
共
同
社
啟
に
坐
沽
す
る
财
人
が

11 

I

の
.で
童
。
人
間
が」

つQ

共
同
社
會
に
結
合
す

る

時
に
於
て
初
て
、
換
言
す
れ
ば
遊
牧
群
、
氏
族
、
種
族
等
の
人
⑴
の
火
多
數
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泫
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私、

鼦
濟
學
の
肚
會
的
法
的
基
磔
： 

七
八
，

0

1

:

四
四
六〕

そ
れ
等
の
狀
態
'

か
ら
：告
々
の
近
代
國
家
の
最
高
の
«

織
ま
で
#1

織
せ
_

ら
る
、
に
至
つ
て
#

て
、
人
間
が
國
民
經
濟
的
研
究
の
對
徵 

を
紙
麻
す
石
も
の
と
爲
る
0:
:

で
が
る」

(

ぎ
ー
>

と

卞
.

.

.

^

'

;

」

.

^

g

 

ニ 

 ̂

»
• 

P
 

0

.
 

w

.

OJ
.
.
.
.
.

斯
檫
な
觉
®
-

が
決
^

て
認
識
論
_

耍
.求
を
滿
す
も
の
で
な

い

と
と
は
明
で
あ

る

。

あ
ら

ゆ

る
經
濟
現
象
に
典
通
な
る
も
の
を
抽
象
し 

て
->
-

i

l

論
现
的
{C
:

栽
礎
ず
け
ん
.

と
力
‘る
(D

で

，

な
く

て

、

之
ば
舉
に
對
象
の
範
ri

を
限
定
す
る
試
み
に
過
,̂

な
い
0

即
ち
經
濟
學
の
對
象 

は
取
な
る
人
間
の
欲
望
滿
足
の

.

爲
セ
_

 

く
 

ニ
：觉
0»

社
#

に
生
活
ヤ
る
人
間
か
欲
望
滿
足
衍
爲
で
あ
る
と
圮
義
し
得
^
の
で
あ
る
と
す 

る
な
ら
ば
、
«

ら
ば
此
觉
義」

に
歸
す
る
行
爲
は
總
：て
經
濟
雜
の
：對
象
た
れ
得
る
か
と
配
開
せ
ら
る
、
で
あ
ら
ぅ
0

:
-
ィ
ー
ル
は
典
處
で 

「

經
濟」

と「

技
術」

と
の
區
別
を
强
ひ
ら
れ
る
、
然
る
に
標
題
の
'
. 

ー̂

に
於
で
彼
の
說
ぐ
所
は
枝
術
的
觀
察
を
多
く
說
明
す
る
の
み
で
,

 

民
經
濟
的
觀
察
叉
は
社
#

的
觀
察
に
.

就
て
は
明
瞭
に
誰
つ
て
房
ら
ぬ
'

0

.

%

も
同
章
の
唞
で
、
紙
0

所
謂
る
社
會
_
見
地
な
る
も
の
に
就 

て
い
ふ
所
を
見
れ
ば
經
濟
學
者
は
技
術
的
見
地
に
反
し
て「

此
技
術
的
能
力
が
人
間
の
社
#

的
共
同
生
活
に
如
何
に
影
響
す
る
か
、
吾 

人
の
生
活
す
る
全
共
同
社
#

の
經
濟
的
出
來
事
は
之
：

k

依
つ
て
如
何
に
：影
響
せ
ら
る
、
.か
の
問
題
を
提
起
す
る」

と
い
ひ
、
或

は

又
人

 

間
め
勞
働
を
ば
社
會
的
見
地
に
侬
り
、
.

即

ち「
1

:

定
.

の
經
濟
的
目
的
0

爲
に
役
立
つ
^

:

と
し
て
觀
察
す
る」

6

1

5

と
い
ふ
に
過
き

:

♦ 

• 

,
 

\ 

• 

• 

- 

i 

• 

* 

: 

I 

. 

'

I*
. 

. 

. 

. 

J 

•

V
. 

— 

.

>

ぬ 
o
.
_
. 

' 

. 

-

X

.

. 

/
 

.
 

'
.
.
.ム

：

.

.

.

「

人
間
の
社
#

的
共
同
坐
沽
に
對
ず
る
影
響」

と
か
、「

共
同
社
#

の
經
濟
的
出
来
事J

叉

は「

一
宛
の
經
濟
的
目
的
の
爲
に
役
ー
儿
っ
給 

仲
し
.
.
と
ぃ
：ふ
如
き
言
葉
に
會
つ
て
言
表
は
さ
れ
る
所
謂
る
社
#

的
見
地
な
る
も
の
は
艰
し
て
論
理
的
に
經
濟
學
の
認
識
2

1

的
を
決
宛
し 

て
居
る
も
•

の
で
あ
ら
ぅ
か
。
齊
人
は
到
底
之
を
容
認
す
.

る
を
得
な
い
9

正
に
ア
モ
.
’

ン
の
指
錄
す
.

る
が
如
く
、

j

51
£

の
社
#
灼
觀
察
が
論

_

な
1}
||
均

_

ii：" 
取■

：s
i

\
A

现
が
に
統
一
あ
る
、
認
識
對
象
を
決
定
す
る
も
の
と
ず
れ
ば
そ
れ
は
更
にr

經
濟
的」

な
る
言
葉
に
依
つ
て
補
充
せ
ら
る〜

要
が
な
い 

上
に
引
用
し
た
義

Q

中
、
第

一
Q

も

Q

ぼ
極
め
て
I

と
し

R

居
つ
て
特
H

S

學
：の
認
識
對
象
を
I

す
る
も
の
で
は
實
得
な 

V

し
、1

1

ー
播
目
三
#

目
の
も
の
は
論
理
的
に
矛
盾
せ
る
宛
義
、.
方
法
論
的
に
無
意
味
な
る
一
一
目
葉
で
あ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬc

 

駄
四 

A
§

n
n
;

 

a. 

a. 

0. 

s. 

1
500
.
參
爾

經
濟
學
の
對
象
決
定
：の
，問
題
に
關
ず
る
デ
ィ
ー
ル
の
：方
法
論
的
誤
謬
は
以
上
述
べ
た
如
く
で
あ
る
が
、
更
に
理
論
科
學
と
し
て
の
經 

濟
學
に
對
す
る
彼
の
解
釋
に
就
.

て
も
、
又
彼
が
社
會
的
前
提
と
し
.

：て
蜇
耍
視
す
'る
所
謂
る
法
的
秧
序
な
る
も
の
に
就
て
も
彼
の
議
論
を 

聞
く
こ
と
は
^
誤
學
に
依
つ
て
來
た
る
所
以
を
一
暦
明
瞭
な
ら
し
む
る
の
で
あ
ら
ぅ
。

:デ
ィ
ー
ル
は
其
代
表
ず
る
社
#

的
法
的
立
場
を
要
約
し
て
次
の
如
く
述
べ
て
居
る
、「

社
會
的
法
‘的
學
派
は
消
極
的
に
は
、

一
個
人
、 

個
人
の
需
要
個
人
の
欲
望
等
の
如
き
も
の
か
ら
出
發
す
る
所
の
凡
.ゆ
る
薇
類g

國
民
經
濟
學
を
拒
否
す
る
こ
と
を
表
すo

國
民
經
濟
學 

は

社

會

科

學

な

る

が

故

に

、

而

し

て

又

社

會

的

協

同

ょ

り

生

，ず

る

所

の

^

象.
を
觀
察
す
る
も
の
な
る.
が
故
に
、
個
人
經
濟
ょ
り
出
發
す 

7 -
w

發

點

は

如

何

に

し

.て

も

不

可

能

で

あ

る

.

」  

,

「

同
學
派
は
、
更
に
、'
消
極
的
£ :
暴

で

、
所
謂.
る
經
濟
的
原
則
か
6

國

民

經

濟

的

認

識

を

導

出

す

こ

：
と

を

拒

絕

す

2>
:
。
此
原
則
は
、

1

般
钠
妥
當
牲
を
有
す
.

る
限
れ
に
於
て
は
人
間
の
行
爲
一
磐
對
す
る
效
用
性
の
：公
理
で
あ
つv

技
術
的
私
經
濟
的
觀
蠻
際
し
て
は 

一
つ

の
役

韵
を
沒
ず
る
が
、
併
し
恶
本
的
な
國

民
經
濟
的
原
則
と
し
て
見
る
こ
と
は
決
し
.

て
出
來
な
.
.い
.。
國

民
經
濟
的
原
則
は
唯
t
經 

濟
生
活
の
法
的
秩
序
と
關
聯
し
て
の
み
之
を
認
め
る
こ
と
が
出
來
る
c」

8

五)

と0
:

.

.訪
五...Dielr, 

a，.
p
.
o
*.
s
. 399.400.. 

-

然

ら

ば

該

學

派

は

横

極

的

に

は

一

何

を

意

味

す

る

か

。

日

ぐ

_「

社
: #-:
法
的
學
派
比
、
樹
猶
的
fo
は
：、
名
稱
が
，旌
に
示
す
如
く
、
IH
:
#

的
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學

の

.
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會
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法
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截
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觀
察
法
を
意
味
.

す
る
。
即
:t
>

先
づ
笫： 1

,

に
、
說
明
せ
.ら

る
可
き
經
濟
观
^

が
親
れ
る
所
の
‘

社
會
讷
形
態
が
一
.觉
せ
ら
I-
L

ね
ば
な
ら
ぬ
。 

例
へ
ば五

：！
々
は
^
皿

M

合
的
經
濟
、
個
人
實
本
家
的
動
等
b

l

H

i

l
5)
I
J
,
:ず
る
。
M;

じ
て
^;

れ
は
同
:̂
{'
c

.
;
法

的

馨

法

で
あ
る
。 

何
故
か
と
い
ふ
it

：-
法
的
規
範
に
依
っ
て
、
特
に
私
有
財
産
の
形
成
様
式
に
依
っ
て
此
一
產
類
の
社
#

_

が
構
成
せ
ら
る
ゝ
か
ら
で 

が
る 
8

 

六
：
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:

雜
六.
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Die
hr.
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P.
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4
8.... 

... 
•

FI
f
是
觀
之
、
デ
ィ
ー
ル
_の
酿g

特
徵
は
法
的
秧
序
の
重
要
視
に
の
み
.
#す
る
か
の
如
く
考
へ
ら
れ
る
。
蓋
し
社
#
的
觀
察
法
た
る
や 

畢
.盘
當
該
社
_會
の
法
的
秧
座
如
何
に
依
っ
'て
走
め
ら
る
、
の
で
れ
っ
'て
、

一
定
時
代
の
經
濟
組
織
は
其
時
代
^
^
の
法
的
秩
序
に
依
っ 

1

^
さ
る〜

も
：の
と
考
べ
'ら
れ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
0 

- '
1
定
の
社
#:
形
镀
に
於
け
る
經
濟
現
象
を
觀
察
す
る
と
い
ふ
點
に
.於
て
は
所
謂
る
經
濟
的
原
則
よ
り
出
發
す
る
デ
ィ
ー
ッ
-
^

.

之
を
排
し
て
自
稱「

國
民
經
濟
的
原
則」

よ
り
出
發
す
る
デ
ィ
ー
ル
に
?>

相
違
は
：な
い
0

其
根
本
的
相
遠
は
、デ
ィ
ー
ツ
モ
ル
が
M

々
の 

具
體
的
な
法
的
秩
序
よ
り
祯
象
.

せ
る
，
假
設
的
な
經
濟
組
織
よ
り
出
發
ず
る
の
に
對
，し
、：■
デ
：ィ
ー
ル
は
此
具
體
的
法
的
^

^

な
る
も
'の 

に
依
っ
.

て
特
殊
の
國
民
經
濟
的
原
則
が
生
れ
る
も
の
で
あ
り
、
又
之
に
依
っ
て
所
職
る
經
濟
的
原
則
は
何
等
の
意
義
を
も
有
せ
ざ
る
に 

至
る
も
.

の
.
.で
あ
る
と
考
ぺ
、■
而
し
て
具
體
的
&
.一
.记
社
會
の
特
有
の
經
濟
親
象
め
藝
の
み
が
經
濟
學
の
任
務
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ 

る
。
デ
ィ
1
.ル
の
斯
様
な
考
へ
•

に
對
す
.

る
批
判
ばI

一
つ
の
方
面
よ
り
す
る
こ
と
が
出
来
る
，o
,

共
一
っ
は
.デ
ィ
1

ル
が
經
濟
學
を
以
て
、

力
ー
ル•
メ
ン
ガ
ー
の
說
く
が
如
き
理
論
科
學
と
解
す
る
こ
と
を
排
し
て
、經
濟
法
則
の
樹
立
を
否
認
し
た
こ
と
で
あ
つ
て
、
彼
が
R
'體
 

的
な
法
的
秧
摩
を.
重
要
視
せ
る
こ.
と
は
此
點
か
ら
說
明
し
得
ら
れ
る
。
其
一
十
は
彼
が
口
ー
ド
べ
ル
ト
ス
に
就
て
考
へ
て
居

つ

た
如

き

.

或 

社
# -
的
な
る
全
體
(0
槪
念
，に
捉.
は
れ
て
居
っ
た
こ
と
で
ぁ
る
0
'

彼
は
法
的
秧
序.
を
通
じ
て.
の
/み

て
佩
人Q,

經
濟
的
行
爲
は
斯
る
法
的
秩
序
に
依
つ
て
虫
れ
た
或
社
食
的
全
體
の
爲
に
~全
く
其
僦
，ん
的
行
爲
ど
し
て
(0
;
蕙
義
を
失
ふ
に
至

• 

• 

.
' 

• 

, 

. 

' 

4 

•
>■-
.
,

 

.
 

8
.
 ̂

.

る
^

考
へ
太
の
で
あ
る
.0
以.
下
此
等
の
點
を
明
に
し.
て
デ
ィ
ー
ル
の
誤
謬
を
指
摘
し
様
と
思
ふ
0

:.

デ
ぐ
ー
ル
は
歷
史
科
學
^

し
て
の
經
濟
學
の
解
釋
免
守
る
立
場
か
^

ー
定
|

に
特
有
な
典
體
御
現
象
を
蜇
ん
ず
る
結
艰
、
.理
論
經 

%

學
に
於
敗
る
柚
薦
方
^

—

览
时
方
法
を
»

斥
レ
、)

只
管
現
實
還
察
に
：終
始
じ
て
.

魯

0

而
じ
て
撕
象
的
龙
欺
の
探
用
ぱ
詉
れ 

.

を
做̂

を
齎
ら
-

、
：親
赞
に
.全

.:

^

^

澉
1C
*

現
餿
に
適
切
缸
齔
呢
を
敗
扣
る
ご
.
ど
が̂

來
が
と
主
張
し
て
思
を0

即
ぢ
#

^

ァ
く
ー
ケ‘

.̂

の
*
立
敗
被
象
的
方
法
を 

1

應
說
明
し
て
沢
レ
、
之
，に
釾
じ
て
次
の
.
如
く
答
へて

： ®

る
。r
FL

ハ
體
：

g

璐
欽
む
詉
明
に
吟…

：
此
敎
義
：

(

テ
V
I

ッ

.
..
ル

の

敎

義 

泰

V
3
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叙
述
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翁
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れ
て
來
を
か
で
扣
る
。
浩
し
吾
々
亦
此
氧
の
個
々
の
障
害
を 

除
外
せ
ず
领
則
を
通
則
と
し
て

受
取
る
な
ら
ば
苔
々
は
、
決
し
て
骐
物
の
本
質
.

に
潜
む
法
則
1

明
^

す

る

ど

ど

は

啦

來

な

い

で

あ

^'
ぅ
へ 

理
酚
称
#

(0
.

&

;

大
を
る
住
務
は
實
'

に
斯
る
通
則
性
の
與
に
隱
れ
て
焐
る
浓
則
故
物
を
杣
.

出
し
て
論
理
的
に
，ー
般
的
に
之
を
表
現
す
る
こ

吾
々
.の
現
實
配
會
に
於
：b

l
行
酣
ぬ
ー
'方
に
於
で
-:
宛
ひ
通
則
性
^
1生
.む
に
蒼
る
が
で
あ
る
が
、(

蓋
し
あ
ら
ゅ
る
社
會
現
象
は
人
間 

の
行
動
加
ら
生
.れ
て
來
る
の
で
あ
る
か
ら
社
#
現
象
に
作
す
る
通
則
性
は
當
然
各
人
の
行
動
の
或
共
通
な
る
も
の
か
ら
生
れ
て
來
る
に 

相
違
な
い)

叉
他
の
一
方
に
於
て
は
斯
く
の
如
き
通
則
性
の
妥
當
性
を
豫
_

じ
'て
行
動
ず
る
も
灯
な
の
で
あ
る
°-
'
;さ
れ
ば
こ
そ
、
.此
黎 

の
通
實
视
■̂
'
挪
称
尨
が
濟
に
精
選
^
で
ぎ
琎
的
^:
一
般
的
安
當
^
を
表
$
す
.る
法
則
の
形
式
亡
之
を
表
現
ず
る
こ
と
は
、
.現
鸷
の
芷
確 

な
る
亂
明
5:
'
印
的
^
す
る
科
學
の
當
然
が
他
歡
で
た
け
れ
ば
な』

极
。.
デ
•ィ
；丨
ル
の
生
靜
ず
る
如
ぐ
、"
人
間
は
理
.性
的
に
が
が
行
勝
す 

る
と
い
ふ
歡
宛
を
ば
现
實
.に
獅
せ
ざ
る
觊
れ
る
'督
记
な
り
と
斷
宠
し
て
、「

人
間
は
非
八
：：现
时
に
も
、
又
非
經
濟
的
に
も
行
動
す
る」(

前 

揭
»;
て
1六
三
烫)

と

加「

人
腓
は
必
ず
し
も
財
贤
の
蜇
耍
性
を
肊
错
し
て
か
ら
行
動
し
始
め
る
も
の
で
は
か
く
、
财
货
の
評
僻
に
際
し
ー 

て
蒂
だ
を
指
欺
す
：
も
の
は
寧
ろ
#-
歡
類
の
願
望
と
出
來
心
で
ぁ
认
叉
時
に
は
金
く
愚
眯
な
熱
情
で
'ぉ
る
1_
'(

同
、
_
1
1八
七
灯
べ
と
か
、

.

.域
は
，叉
.

吾
々
ヾ
は
舍
现
的
な
潸
通
の
认
間
を
取
上
げ
て
：
は

な
ら
ぬ
：、
：
否

な

、
：：

■

吾K

は

、

.

多
»

'#

様
な
衝
動
、.
願

望

、
：
出

來

心

、
一

及

び

霞 

を

游

つ.
て
：居
る.與
憐
の
：人

間

を

观

土

げ

ね

ば

：な
ら

ぬ

.」
(

同
、
ニ
八
七
頁)

'

と
い
ふ
風
に
考
へ
：る
と
す
れ
ば
、.
1

體
如
何
に
し
て
.

正
»
傲 

1

に
到
達
す
：る
こ

i

が
出
來
る
の
で
.

あ
る
.

か
。.
斯
く
て
は
法
則
の
樹
充
は
掛
か
デ
ィ
1

ル
の
，
ぃ

ふ

自

1{
0

&

0

認
識
す
ら
囤
難
な
る
を

到

達

す

：る
こ
i

が

出

來

る

の

で

あ

る

：か

。

.

斯
く
て
は
法
則
の
樹
究
は
愚
か
デ
ィ
1

ル
の
，
い

ふ

；通

則

性

0

認
識
す
ら
囤
難
な
る
を

ー
尧
兹
で
^

ら
ぅ
o:

••
•
:フ」

フ
シ
.：ッ•

冴
イ
：レ
シ
ダ
ル
ダ
は
法
則
の
.確

立

が

思

索

上

.
必

然

的

 

「

斯
く
の
如
く
、 

if
c

^

g現
象
の
一
！̂

通
則
胜
が
吾
.々
'の

.«
際

の

行

動

や

 
ー|
_般
<0
;社
會
的
尊
物
：.に
關
す
る
吾
々
の
知
識
な
ど
に
取
つ
て
前
提
的
な
も
の 

:
,せ
^

名
^

す
れ
ば
、
；.此
i r
係
を
明
：に
し
且
0
硏
究
す
る
こ
.と

は

:1
1
:: #
:科
學
の
避
メ
可
か
ち
ざ
る
任
務
で
あ
み
0
,還

&
>
;
.
ぬ
沽
亩
體
が 

:0
每

く

沘

行

ふ

*
の
;;
?
)め
の
：み

.:
|
:硏
.究
才
る
0
;そ
れ
は
、」

科
學
成
立
以
澉
に
存
す
る
實
際
^

^

|が
數
眼
り
な
く
經
驗
的
杧
#
つ
又 

#

康

囊

行

つ

：た

所

-(
0
も
の
：
->
體
系
的
.：
に
：、

理

論

的

：
に

、

X
 
一
 

^

安̂

常

. ^
を
；示
げ
^
く
]?
:
實
お
す
る
;C
D
で
あ
る
。」

. 

ぺ；,

：
の#

^
老
華
々
ほ
«

杧
經
驗
す
る
、
亦
併
も
：そ
れ
を
認
識
^

?
々
と
は
女
ぬ
*.
0

%
士
な
れ
ば
認
識
と
は
常
；に
科
學
、
加

^

^

:

&

基

，
れ

衣

石

畫

汝

屢

fe
得

；
る

爲

：に

多

様

性

の

中

に

一

つ

の

關

係

；、

.

一
.づ

，
の

秩

序

を

認

め

.る
こ
と
を
意
味
す
る
o」

c
g九)

一
'

、
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-
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ド 7
0
2
.
7
0
3
.
'

:■;
■

•■
«
!象
を
行
ふ
t

i
な
く
し
て
は
法
則
は
勿
論
、
；
-
ィ
ー
ル
P
所
謂
る
傾
向
又
id
通
則
性
で
さ
へ
#
ら 

^

ぬ
；？̂

^
以

土

，
の

都

述

，
杞

依

つ

^
も
明
瞭
で
龙
ち
ぅ
。
，而
レ
て
妯
象
的
方
法
の
.み
が
事
物
.の

本

質

に

存

す

る

關

係

に

達

す

;?
>
:
遒

で

あ
 

.為

こ

，
4

;%
明

龙
}

ら

ぅ

し

：、- «
會

通

，寒

の

，
本

質

饰

な

因

果

關

係

'又
は
_
數
的
關
係
を
明
^̂

藤

潔

櫥

立

谨

菜

な

る

任

激

で

^
る
上
と
亦
明
白
光
あ
ら
.ぅ
。
ン： •

；
'

:
;

へ
'

‘：ン
>

\:
:
藤

側

灌

つ
.
て
:»
表
は
:/
3

办

多

售

：は

論

娌

：的

に

：

.

-
裉

黎

着
.を

有

す

名

。
：，
：

1逄

め̂

' 

s

^

i

i

i

 

'.'
. 

,

%

 

^

,

i

e

 

.



定
の
_

':
«

が
生
-̂
^

,i
.
-v

ふ
'l
i

t

論
灌
：§

關
;^

は
姆
11
1

|

1
.^

に
：も

亦

咨

間

的

贮

も

.

制

限

さ̂

る
；こ'と

が

：な

：
い

0

然

る

.に

デ

ィ

ー

ル

の

所

勸

る 

'#

馨
!̂
.|
0

察

に
;-
«

つ.
て

灘

ら

る1

通

則

性

又

は

倾

向
:̂

る
.

も
.

の
.

は
其
時
其
場
合
の
み
に
就
て
斯
べ
^

-

-

の
關
傲
が
作
す
'

る
と
言
は
^

 

る
丈
げ
泣
.^

つ.
.
て
，"
：.條
件
を
属
に
し
^

他
の
へ
如
御
な
る
場
合
に
も
、
.之

を

當

嵌

め

て

以

セ

吾

人

の

判

斷

の

資

と

爲

す

と

と

は

之

を

許

さ 

:^
,
:然
^

に

も

枸

ら

ず
--
'

彼

は
_

簡

向

を

郑^

こ
4

--
0

み
.

が

歷

史

科

學
'

に

ム

て

同

時

，に

理

論

科

學

た

る

經

濟

學

の

任

務

で

あ

.

つ.
て
、
法 

則

の

姻

立

：ー
の
如
き
；は

儸

史

科

擧

大

，る

性

臂

に

孩

す

る

と

.

考
へ
る
^

で
.

あ
.

る

,.
0

彼
_

の
誤
解
は
、
法
肌
.

の
樹
立
が
、
：經
濟
學
を
6

て
、
現
實
：
 

的

に

あ

ち

：
ゆ

：
る

時

代

と

社

會

11

微

と

.に

制

限

せ

ら

れ

ざ

る

關

係

$:
-
證
明
す
る
こ
と
を
住
務
と
ず
る
に
座

る
と
考
へ
た
こ
.

と
で
あ
.

る
。
嗒 

言

す

れ

ボ

法
:»
]

の
論
理
：的
安
-#

性
と
輕
驗
的
变
常
胜
と
を
混
同
.

し
太
所
に
彼
の
§

|

!

經
濟
學
否
認
の
根
本
原
因
が
あ
る
.

の.
で
あ
る
0
 

m

#

斑
象
:#

物
は
正
し
く
デ
ィ
ー
ル
.

の
い
.

ふ
'®

り
時
代
と
社
會
組
織
と
.

の

を

愛

け
^

居
る
。
從
.

つ

て

社

會

法

則

な

る

^
•
、
の

も

亦 

社
會
法
則
た
名
服
り
ー
究
の
社
會
姐
織
.

に
依
つ
て
，制
限
さ
れ
る
。
併
し
現
實
的
に
制
限
.を
受
け
る
の
は
社
會
法
則
成
立
の
條
件
の
み
で 

$>

っ
.

て
•.
此
#

-f
-V
J

>

T

,に'
許
さ
.
'れ
る
^

！.
1

谷
は̂
§

理
，.^
.
.に
—

^

的
妥
^

性
'5
:

荷
す
.

：る
0
 

.換

.

言
す
れ
ば
八
，な
る
前
提
_
.の
卞
に
於
て
は
a

な
る 

法
.

则
が
通
/0

す
.

る
と
い
.

ふ
，場
合
に
a

:

な
.

る
法
則
が
論
.

现
的
.

に
一
般
的̂

當
性
を
有
す
る
と
^

ふ
意
味
は
、
若
し
八
な
る
墓
が
存
す
れ 

ば
該
浪
则
の
埃
當
蚀
は
膝
'

史
的
に
何
等
•

の
制
R

を
も
受
け
ぬ
と
い
ふ
意
嘛
で
あ
る
。

：

.

：

.

.

：

：

.

•

法
則
は
-«
*

^

1

定
の
.

前
提
の
下
に
立
つ
0

-i
l

t

前
#

其
物
は
歷
史
的
に
制
限
せ
ら
れ
る
が
、
法
則
の
內
容
其
物
は
絕
對
的
妥
當
性
1

有 

す
る
4

の
と
、考
ベ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
オ
ィ
レ
ン
ブ
ル
ダ
は
此
寒
を
次
の
様
に
言
つ
て
居
る
、「

社
#
的
法
則
は
常
に
其
領
域
內
の
特
定 

の
；根
本
現
象
に
關
す
る
も
の
.

で
あ
る
が
、
爾
餘
必
領
域
.

に
は
英
關
係
で
あ
.

る
°

吾

.々

は
屢
-

一
般
的
愛
當
性
の
概
念
を̂

つ
'て
解
釋
し 

之
'.
&

雜
:̂

的
‘

な
も
の
と
見
做
し
、
何
等
其
猫
勢
に
就
そ
苦
し
む
こ
と
を
要
せ
ぬ
と
考
ベ
る
に
^

つ
た
0

、
,

.

.

.法
則
.

は
條
牛
其
物
.

の
7*
在 

に
就
：て
'
.は
赞
際
全
く
何
も
齿
げ
ぬ
の
で
.

あ
：る
o

.

併
し
な
が
ら
-

一
啶
の
社
#

的
條
件
の
假
定
の
下
に
於
て
は
、
：法
則
は
略
I

I

般
的
愛

:
:

當
性
を
有
す
る？

社
#

的
法
則
の
内
容
は
絕
對
的
に
愛
當
性
を
持
つ
が
、
條
仲
共
向
體
は
常
に
相
對
的
で
ぁ

り

、
其
故
に
歷
^

^

忆

決

.

宛
さ
れ
る
も
の
で
ぁ
る
。」

ハ
註
ブ
〇)

-
- 

.

.

.

.
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•

,
ft
L
,
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o
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U
I
e
n
b
u
r
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a
,
f 

0. 

s.. 

743-4V

.

ァ
.

：モ
：ン
:?
>

亦
词
|

|

に
述
，べ
て
居̂

フ
.

パ『

安
當
性』

と
い
ふ
言
葉
は
1

ー10
:

の
意
味
を
持
つ
ナ
居
る
0

.

傲

ち

內

的

、
，
^

理

的

妥

當

性

と
 

外

的

、
，
經

驗

的

惹

S

性
と
で
1

.

0

論
理
的
に
は
ぁ
ら
ゆ
る
现
論
科
學
の
認
識
は
無
制
限
な
永
久
的
安
當
性
を
持
つ
で
居
る
、
換
言
す 

私

ば

其

認

識

：は

、
，

'

其
對
象
に
對
し
"，

即
ち
前
提
'1
.

た
る
條
件
の
下
に
於
て
絕
對
的
に
通
^

す
る
。
：
：.

#■

し
な
が
ら
之
が
何
時
、
如
何 

&

,

る
場
洽
に
、̂

每
し
て
1:

際
と
な
る
^ ̂

に
安
常
性
を
有
す
る
か
时
ぅ
が
は
此
認
識
に
依
づ
.て
は
決
定 

<

さ
办
ぬ
;0

そ

れ

は
.^

然
た
:;
^

『

歷

.*

的
偶
然』

.

に

屬

す

る

翦

柄

：で

ぁ

:^(

註

ニ
0

と
°

_
 

, 

へ'
.

'

.独.一

 

一
.

^

3

0

n0.
; 

p
 

a

.

o

.

:

,

,

s

. 

I

vo
r

.

學
1

:

身
:«

れ
^

_

;

デ

：ィ
ー
.

ル
:(
0

指

摘

し

た

如

く
.

經
濟
的
法
婴
淇
條
件
を
無
視
し
て
現
實
的
.

に
,
ー
般
的

妥

當

性

を

有

す

る

か

の 

.

如
く
考
へ
た
學
派
が
，確
太
存
在
し
た
。
例
へ
ば
英
國
の
古
典
學
派
を
奉
ず
る
人
々
の
多
く
が
自
_

競
爭
組
織
の
卞
.

に
於
け
，
る
英
吉
利
ー 

國
の
翁
*

咖
ら
立
文
ら
れ
.

た
る
經
濟
法
則
を
以
て
永
遠
に
又
营
1

的
に
变
當
性
を
有
す
，る
.

か
0

,

如

く

考

へ

た

の

は

周

知

の

事

實

で

?>
る 

龜

ゼ

：交
--

ィ
；
1

ル
.

はベ
： .

丨
ム
人
ハ
ヴ
ふ
ル
ク
や
ヵ
1

ル
•メン

ガ
ー

の
ー
所
論
を
評
し
セ
.、

宙

典

學

派

と

同

じ

く

理

論

稗

學

と

し

て

の
^

濟 

擧

：の.立
場
か̂

^

濟

法
,1
1

0

:

の
現
實
的
哿
遍
爱
當
性
を
證
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
ぁ
る
：：と
解
し
て
之
を
非
難
'.
1

.

_

て
居
る
？(

骷
一
ニ)

.

-
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爲

慕

派

や

填

太

利

擊

派

の

：：

.
一.
郜
の
人
々
が
デ.
パ
ー
ル
の
說
く
如
く
法
則
の
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實
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當
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つ
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)把
猫
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_
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>
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ブ
趣
論
的
硏
_究
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^

^
し
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^

實̂

際

的

硏

究

參

把

限

ら

：
ん

と

す

る

.態

度

は

フ
 

彼

等
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_

量

兩

漭

を

混

同

：

1

た
爾
に
へ'前

變

避

け

ん

本

し

；弋

、

.

.钿
§
:

陷

弈

：
に

擦

落

せ

、
る

も

の

：
と

#

4

^

^

.

,

馨

&

.f
r

理

論

家

た

：ら

：
ん

i

し
：て
同
脾
に
邂
濟
的
法
則
の
掏
立
を
企
て
ざ
る
こ
と
は
震
で
め
る」

c

註
1

3

^

^

%

^

^

^

、;̂
又
<〔
域
«
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の

砒

會

的

法

則

を

ぼ

實

際

.

に
作
用
：す
る
$

の$

^

て
'

墨

す

る

ヒ̂

:
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楔

本

樣

で

あ

る
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■
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一

：

■:
%

イ
：
J

ル「

幾

蕾

遡
.

論顧
®
^
:
.
1
#

の
沫
遅
に
於
て
自
說
把
對
ず
る
沐
イ
レ
へ
ン
ブ

こ

,<
*

:

を
朋
‘

长

承

認̂

た
の
で
あ
多
が
、
：.然
か
も
尙
ほ
之
に
赞
成
す
る
こ
.

と
を
欲
せ
ず
、
次
の
如
き
反
問
を
里
出
し
て
居
.

る
0

:

日

く「

オ 

I

ヾ 

ィ
^

次
,

ル
：.系

馨

的

迭
1

浼
#

脅
出
す
#

^

猶

的

形

武

的

方

雜

に

對

：し

て

は

身

等

抗

議

す

.

べ
き
所
は
無
い
。
唯

*
此
論
理
的
に
非 

j
’

.

雜
の
鄭
处
”
独
則
ぬ
形
成
が
果
レ
て
國
民
著
的
斯
靡
の
自
的
吃
灌
際
に
役
立
ち
将
冬
か
何
ぅ
か
東
摇
ゆ
程
度
ま
で
投
立
ラ
で
あ
ら

^
 

C
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- 
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.
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.

.

.
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.

.
'
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'
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:
v
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デ
ィ
J

.

ル

如

ば

：オ
イ
レ
：

ブ
ル
グ
や
デ
ィ
ー
.

ッ
ル
.

其
他
の
理
論
家
の
探
用
す
る
孤
立
的
杣
象
的
方
法
は
、，
茴
然
科
學
0

如
く
玲
.

一

.

ど
變
化
％
る
と
'

と
0

:

な
^

姐
^

^

自
然
的
要
素
の
作
用
を
硏
究
す
る
際
に
は
有
用
で
あ
る
事
が「

其
硏
究
領
域
が
單
1

な
る
向
然
經
濟

で
: ^
X

::
'

顧
^

な
.

名
經
濟
形
式
の
變
•化

常

な

き姿
.で
あ.
名」

(

雔
1

六)

場

合

：に
：は

、

斯

る

方

法

吖

探

秕

は

人

ヒ

誤

り

に

導
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あ
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•

吾
々
の.
考

へ

は

寧

ろ

哉

と

茈

泯

對

で

あ

：：る

0

:

:對
象
が
複
雜
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
抽
象
的
方
法
は
、
誤
り
に
陷
る
危
險
に
多
大
に
曝
さ

れ
る
に
は
相
違
な
い
が
、
其
採
用
も
亦
益
，々
緊
切
に
な
つ
て
來
る
の
，で
め
る
。
菩
々
は
出
來
得
る
限
0

现
象
の
遨
に
潜
む
事
物
の
本
質

を
害
人
に
.

明
確
に
認
_

せ
し
め
る
こ
々
が
理
論
，

Q

最
も
重
婆
な
任
務
で
あ
：る
と
考
へ
る
0

灕
然
た：

る
現
實
に
銃
.
'

1

を
與
へ
、
渾
純
た

W

際

の

中

忙

論

理

：的

必

然

#

!

を

明.
示
す
：る

因

艰

關

係

又

は

凾

數

的

關

係

'

を
發
見
す
る
こ
と
は
、
.
m

.i
c

E

il

の
锶
識
の
爲
に
暴
な
る
の

• 

み

な

ち

：ず
-'
'

吾

人

の

親

實

的

行
«1

に
對
.

し
て
も
亦
.

一.
定
の
指
針
を
興
べ
る
で
あ
ら
ぅ
o

吾
.

々
が
«
會
的
法
則
を
明
瞭
に
認
識
す
る
匕
と

:
1が
出
來
れ
ば
出
來
名
程
、：
吾
^

は
自
身
.

の
行
.

爲
.

を

洽

理

化

す

る

：こ

と

が

出

來

る

の

.

で
あ
る
ぃ
換
言
す
れ̂

^

■

服
從
す
'

べ

备

に

服

從

し

、
興

影

響

を

變

更

じ

改

良

し

得

べ

，
き

所

を

改

-
M

せ
'

ん
と
す
る
こ
ど
が
出
來
る
の
で
あ
る
。.
オ
イ
レ
ツ
ブ
ル
グ 

が
逾
切
1

_

.

つ
，て
.

居
^

如

ズ
^

吾
人
.
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諸

現

象

間

の
.

關

係
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(

胜
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.
-f
t

:〉

..,.：

 

.

.

,

.:雔
:!
!

:
ハ
o

= g
:

. r
f

'«
»

、p

w

:t
v

ン

-,

，̂.，̂ 

-
 

^
 
P
 

•
 
p
 

o

^

,

.

P
 0

.

.

.

■■
.

他
遽

に
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*

法
管̂

要
す
る
こ
と
は
、. .

法
则
が
吾
，々
0

柄
 

つ
.
の

政

策

 

ー

0

の
.
忠

诰

と

解
 

«

し

セ' #

な
‘ら

ぬ

と
，
と

.で

，

あ
る'0
^

.

し
2

か
#

ふ
こ̂
.

を

意

味

す

：る
:'
%

の

で

姆

本

い
0

:

斯

,<

の
如
き
提
案
炫
は
必
ず
何
等
か
の
主
觀
的
意
||
1

心
が
作
肋
し
て
焐
る
0

法
則
は
哨 

魏

實

友

；了

解

し

、

.

說

明

吁

る

こ

と

；を

|

3

1

的
と
す
る
も
の
で
.

あ
：る
0

、此
說
明
を
通
じ
て
、
或
政
策
が
可
能
で
あ
る
か
小
»/
能
で
あ
る
か
を 

:

睛
：示̂

灸
こ
；^

亦
出
浓
名
^

い
.

：ふ

丈

け

虻

過
.̂
:

ぬ
”

其

處
.

^

は

何

等

の

提

案

も

將

た

又

耍

求

も

存

，せ

ぬ

'̂

で
あ
る
、
法
則
め
論
理
的
必 

.

.

.

'

■

然

胜̂

單
:̂
.

る
'*

切

的

竹

質

の

認

識

と

觉

つ

；て

,̂
:̂
«

的

前

提.
^

下

，に
法
ず
.

る
の
：新

事

實
.

に
名̂

漱
讲
學
の
缸
會
的
法
的
莲
礎 
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あ
ら
雙
满
則
は
材
料
か
ら
引
出
さ
れ
る
が
、
■

其

材

料

堂
,

に
指
し
示
す
も
•

の
.

で
あ
.

：る
J

6

 

ニ 
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6

と
述 

パ
袭
は
法
則
ぬ
實
際
的
認
識
價
'«
1

1

充
分
に
認
め
#

言
葉
で
あ
る
0

廣
後
に
今
1

:0

ォ
^

レ
ン
プ
 ̂

「

吾
：々 

妨
戟
結
报
女
欲
す
る
か
欲
せ
：ぬ
か
に
«

0

て
ノ
自
身
の
行
爲
を
指
宛
す
る
.

ノ
併
し
な
が
ら
社
會
的
法
則
自
體
に
取
，.つ
て
は
、
そ
れ
は
全 

く
•

撰

で

意

:.
0

認
識
も
又
穿
>
の
行
爲
に
影
響
す
る

こ
と
即
ち
そ
ル
は
.
f

.

の
動
作
の
一
要
素
で
あ
る
こ
と

は

確
で
あ
る
。
が
併 

し
：

そ

れ

社

全

激

實

際

的

行

爲

の

，領

輝

に

屬

す

る

も

、の

で

あ

0

て

理

論

的

杣

象

的

法

則

の

領

域

，に
は
存
せ
：ぬ
の
、
で

あ

る

。

：

.

• 

•社

#

的 

法

則

社

、

：そ

れ

，自

ら

-^

僻

に『
.

現
®

』

を
了
解
し
記
述
し
說
明
す
れ
ば
、
そ
れ
で
其
職
分
を
最
も
党
全
に
滿
す
の
で
あ
.

る
。
之
に
依
つ 

て
法
則
は
評
價
し
き
れ
ぬ
效
梁
を
實
際
に
與
ベ
て
焐
る
の
で
あ
る
9」
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要
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.に
、.
杣
象
的
法
則
を
否
宠
す
^

デ
ィ
.

丨
：ル
0

立

場

は

徹

底

髮

誤

つ

て

居

る

。
：
：
彼

:<
b

-
v>
:
:
へ.
ば
、
•

其
1

0

は
論
理
的
の
普
遍
妥
當
性
を
現
實
的
(1
)

普
遍
妥
當
性
と
混
洞
し
た
こ
と
で
あ
る
0

他
の
'1

つ
は
之
と
密
接
に
關
聯 

す
I

.

の
で
.

あ
：：

る

が

：
、
.

具
體
的
現
賞
.

に
捉
は
れ
て
個
>

.

の
琅
象
の
特
性
を
過
度
に
11

耍
視
し
た
^
と
で
あ
令
古
典
學
派
の
普
遍
主
義 

の
誤
忙
陷
る
こ
と
克
恐
れ
て
杣
象
的
方
法
を
否
認
し
た
結
艰
、
，經
驗
的
對
象
か
ら
論
现
讷
に
統
一
あ
る
科
學
の
認
識
對
象
を
區
別
す
る 

;

极
本
的
前
提
の
樹
立
K

も
全
4

失
敗
レ
て
し
ま
.

つ̂

の
で
，あ
.

る
0

彼
が
_

ら
社
#

的

法

的

觀

察

法

と

稱

し

な

が

ら

之

.に

對

し

て

明

瞭

な 

方

法

論

的

意

義

を

與

へ

，る

こ

と

を

.

知
ら
な
か
0

た
の
は
®

.

に
彼
の
所
謂
る
親
寧
王
_

的
硏
究
に
あ
る
も
の
と
會
ふ
C

と
が
巢
る
で
あ

ら
ラ
A

四

「

潘

的

秩

序

」

：の

基

礎

觀

念

I
f
l

i

i

，吾
々
は
次
に
、
デ
ィ
ー
ル
が
特
に
社
會
的
法
的
學
派
と
自
稱
し
.

て

從

來

，の

倘

人

生

義

的

#

會
飢
織
を
播
斥
し
た
他
：の
：
一
つ
の
.

原
因
、 

_

或
は
又
シ
ナ
ト
ル
マ
ン
が
社

#

有
德
學
派
と
稱
し
て
同
じ
く
原
子
論
的
社
.

會

觀

を

否

認

し

：た
：原

因

、

換

言

す

れ

ば

此

等

社

#

的

觀

察 

法

を

猫5

す
る
，

衆
に
共
通
な
特
に
社
俞
的
な
る
も
の
、
#

在

の

普

に

關
;'
t

る

議
論
の
批
判
を
以
て
木
論
文
を
終
る
こ
と
.に
し

や

ぅ

C

 

:

デ
.

：ィ
ー
.

ル
.

が
>

丨
ド
べ
ル
ト
ス
の「

分
業」

の
概
念
の
收
に
社
畲
袖
_

觀
察
の
先
驅
を
認
め
た
こ
と
は
先
に
述
ベ
た
所
で
あ
る
。

I

F

ベ
.

ル
：ト
ス
.

の
說
く
社
會
的
仝
體
と
は
、
結
局
各
經
濟
單
位
が
交
易
關
係
に
依
0

'

で
結
ば
れ
；る
競
.

爭
1

を
意 

味

す

る

も

：の
、
に

外

な

ら

な

か

つ

た

.次

第

も

亦

先

に

論

證

し

た

通

り

で

あ

る

。
#

し

此

競

爭

M

織
た
：る
や
デ
イ
1

ル
や
シ
ュ
ト
ル
ツ
マ
ン

...

ィ.
■
 

•••
■■* 

.

.

V
.
.
.
.
.
 

.

,が
筆
を
盡
し
.て
セ
對
す
る
所
で
あ
る
10

競爭組織は各人がそれ欲望に應じ

.
顧
濟
的
原
f

從
つ
て
自
由
に
財
貨
の
交
換 

を
行
ふ
と
と
を
意
观
す
る
。
經
濟
學
.の
：
出

發

猶

は
: 1,

從
つ
て
或
は
例
人
の
欲
望
に
3

或
は
經
濟
人「

ff
i
i
o.
 econom.icus〕

の
假
定
に 

或
は
伽
人
^
經
濟
的
^

匕

求

當

れ

る

め

で

あ

る

ァ

I
: :
.. 

:

•

.

 .

.

.

.

.

 
■

 

•

 

.

 
V

 

.

 

-

v:
'
,

-r
:

r

:

l

.ル.
は
此
經
濟
的
原
則
を
排
斥
し
、
‘

淇
代
り
に
_

働
域
經
濟
的
原
則
を
持
つ
,

て
來
冬
、(

デ
イ
1

ル

、

前
揭
書
ー
ヒ
九
，九

©

、
或

は

又 

-'
|
{
6
1认
的
傲
り
す
る
出
發
點
文
排
し
：

て
！！！

 

く

「

經
濟
學
は
、
人
|1
|

1

の
欲
望
、
各
個
八
の
欲
望
が
共
安
息
を
姊
何
に
追
求
す
る
か
を
敎 

，へ%
.

も

の

，と

考

へ

る

こ

と

は

‘ 

：
^

然
圯
し
く
な
い
o
そ
れ
は
全
く
^

れ
る
.

_

然
科
學
的
、.
佩
人
主
義
的
/-
ii
#

點
で
あ
ら
ぅ
-'出
發
點 

.

は
常
に
社
食
的
で
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
:0
.

即
ち
一
焚
の
社
#

的
規
範
の
下
に
此
經
濟
行
爲
が
如
何
^

;

:

は
れ
る
か
で
ft

け
れ
ば
な
ら
ぬo

.

 

•'
■•;

:

此
規
範
は
常
に
或
別
種
.

の
性
爾
を
示
す
も
.

の
ヤ
あ
る
か
ら
し
て
、
社
會
經
濟
的
現
.

象

も

.亦

時

代

の

異

な

る

に

連

れ

て

根

本

的

に

抓 

‘

違

す

；.
の

で

あ

る^

同

書

ニ

五

五

頁

)

と
。
或
は
又
塊
太
利
擧
派
の
人
々
，Q

假
定
す
.

る

經

濟

人

：の

抽

象

を

否

毙

し

て

m

K

h

.國

民

經

濟
 

に
於
て
、
，1-
l

rl
I

な
る
市
場
交
易
の
.

支
配
'

の

下

に

於

て

は

、

多

數

の

，個
々

'

の
主
觀
的
評
惯
が
價
格
形
成
に
際
し
て
共
働
す
る
，こ
と
は
承
認 

せ
--
&

る
.

>

と
し
て
も
い
然
も
嘴
ほ
、
人
間
を
位
括
す
る
振
會
的
靱
帶
に
依
々
、
舊
生
拆
が
迪
_

部
で
衍
は
扠
る
所
：の
：組
織
形
態
に
依 

養

學
0

瓧
會
的
法
的
基
礎
' 

九

一

C
1

:

四
五
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1

1
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1
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j

四
六
0

5

つ
て
此
評
價
は
极
木
的
に
影
響
さ
れ
、
且
つ
變
M

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
吾
々
は

.
'

…

一
史
形
に
紐
織
さ
れ
た
る
社
#
的
な
人
問
の
集
團

の
鄭
惯
を
取
扱
ふ
も
の
で
あ
り
、................

國
家
の
袱
力
命
令
や
法
的
秩
^

の
下
に
生
^ '
る
關
係
を
取
扱
ふ
の
で
あ
る
0」

(

同
喾
一
一
九
六
S

.
'
.
.
，廣
^
社
#

に
於
：て
諸
.
^

< 

.の.
*
#'^
象
.が
其
.時
^
の
_

^
の
形
麓
や
.

干̂
涉
.や
农
色
^

*
法
.规
の
'.爲
.，.に
.影
響
さ
..れ
，る
こ
^
は
»:
.で
.
.あ
，る
 ̂

.

哳
し
贪
•
ら
：,

现

象
:;
^

_

,を
受
け
る
め
|±
卿
來
其
社
會
0
外

衙

的

浪

灌
_

;
の
爲
め
.許
ネ
で
は
^

ぃ
？
涤 

伊
へ
：取

#

#
測

勢
;'
^

:

的

身

：^
、
猶
德
襯
、V 

■
泥
性
、
.惯
潜
、
ヴ
興
他
»
ら
ゅ
^

^
的
外
的
の
勢
:*
が
多)

少
の
差
こ
そ
あ
れ
そ
れ 

ぞ
れ
、馄
合
1
つ
.
現̂
實
§
隹
濟
現
像
め
姿
を
性
^

出

す

：
の
：
で

あ

.
石

'0

,妣

等
0

.

^

^

名
^

诲

へ

：
る9

_
洳
1
な

：
る

根

猶

に

恶

づ

；
く

:€
>
,
で

扣

名

が
0

双

象

形

態

と

し

て

の

-

稱

の

社#

現

振

が̂
^
 

支
1

^

扑
ポ̂

^

と
#

、：_

人̂

異
議
な
く
承
認
す
る
所
で
あ
.

る
0
 

#

し
吾
.

々
が
§

.

現
'

象
を
科
寧
の
認
識
對
象
土
し
て
論
#
的 

に
®

ず̂

場̂

:

!

*

必

ず

し

易

其
£

^

§

特
質
に
捉
は
れ
る
必
要
は
.

な
い
0

'

現
象
の
本
質
を
理
解
せ
ん
と
す
る
努
»

に
於
て
、
そ
れ 

が
本
«

%

來

特

徽

肘

，け

：
る

も

の

％

,

农

ぃ.
藤

盡
:»

々

は

必

ず

し

^

_

タ

 

明

に

經

濟

：
 

5

^

:0
.

^

^

^

^

.

行

ふ
'̂
^

が

池

來

る;̂;#
^

る
0

:

;社

會

現

與

の

，

.

外

厕

的

規

範
5:

通
;1
:

そ
.

^

.

み

这

が

本

質

を

_

解

し

得

る

と

い

^

 

齊
<

^

の
:^
1

1

,

に
尨
、
，
此

智
.

の

澳

魂0
:

特

質

を.
本

質

的_
に
決&

す
.

る

何

等

め

内

面

狗

規

^

肫
^

て
來
る̂

い
ふ
、.

あ

ら

ゆ

，
る

人

，間

の

社

會

生

洁

を

支

配

す

る

特

有

な

社 

と
耆
推
淀
す
る
こ
志
出
來
る0

.

.

吾
々
は
デ
ィ
1

ル
が
競
淨
ま
織
に
あ
ら
ざ
る
社
會
糾
織
を
强
調
し
、
法
的
秩
序
ど
の
'

關
係
に
於
.
„て
の
み
^.
V

る
'
所
の
國
民
經
濟
的 

淑
側
な
る
も
の
を
创
选
し
、
社
'#

紐

織

：に

依

つ

て

個

人

の

主

觀

的

評

價

.

が
极
_

に
性
質
を
變
へ
る
と
考
へ
、.
又
財
货@

社

:#
的
評
债 

な
ど
、
い4

言
葉
^

^

い

た

り

す

：る
1

系
の
'

思
想
の
背
後
に
、'
彼
が
或
物
に
社
會
的
な
名
或
全
體
と
.ぃ
ふ
様
な
獨
立
し
た
仿
在
を
認
め

'て
居
つ
た
の
だ
と
い
ふ
こ
と
を
、
ロ
べ
ル
，ト
•
リ
1
'フ
：マ
ン
と
共
に
信
ず
る
も
の
.で
办
る
0
換
言
す
れ
ば
社
會
な
る
'も
の
は
多
數
の
個
人 

.
が
五
.に
關
係
じ
合
ふ
其
一
.吏
'の
關
係
を
現
は
す
も
の
と
考
へ
な
い
で
、’
其e

身一つの意持：
つ

V

個
人
を
之
に
從
屬
せ
し
む
る
一 

0
の
#.
在
で
れ
る
と
考
へ
る
觀
方
で
あ
る
0
’晋
々
は
シ
ナ
ト
ル
ッ
マ

'ン
、や
'シ
タ
ム
ラ
丨
に
於
：て
特
に
^
^
に
表
現
ざ
れ
て
厝
る
の
を 

觀
る
^.
の
で
あ
.る
が
^

ィ
ー
ル
に
於
て
も
尙
ほ
明
瞭
に
彼
の
說
く
萆
句
の
：中
か
ら
之
を
觀
知
す
る
こ
と
が
沿
來
る
。
例
へ
ば
之
ま
で
引

用

：

i

德

讓

謂

耀

一
#

に
於
て
：

「

經
J

議

？

は
、:t

 

;
 

G
e
m
d
n

5r:
t
f
g
k
e
i
t

 

d
e
r
Q
e
s
e
l
l
s
c
h
a

s-

が
そ
'

の
爲
に
'

必
要
な
も
の
と
ざ
れ
る
と
，い
ぶ
様
な
規
象
<0

み
が
#

ず
る
，.の
.

で̂

る
'
、

」
(

ニ

政

s -
"
齋

ゅ
^

2 ,

，»±
;

« ,
々
：
の
％

體

化

評

價

診

取

扱

ふ
e

f

な
く
、
一
 

定
形
に
組
織
：さ
れ
た
社
#

的

な

る

人

間

の

集

圃

の

.評

價

を

取

扱

ふ

■ 

ー'
く：.ニ
-*
1
 

■

 

:

•

■

 

.

.
 

.

 

\ 

L

 

L

 

. 

. 

、
 

.

 

■

I'
.」 

'

 

i 

'

 

f
 

I

 

-

 

..I 

- 

'

 

-

L

も
の.
で‘
あ

る」
(
n

九

六

頁)「

_

々

の

經

濟m

位

又

は̂

的

經

濟'̂
位

は
.

吾

入.
が
0

^

§

と
#

ぶ
所
の̂
#:

的

な̂

體
11
;

織

の

中

の

.承 

役

的

一

員

に

^

^

。

唯

;1

國
民
經
濟
的
な：

總
體
紕
織
に
：依
つ
で
初
て
_

,

々
の
私
；^

濟

_
使

に

對

し

で

典

行

锧

ひ

樣

式

限

度

調

子

が 

規

觉

さ

れ

る

」(

九
頁)

：
と
_
o觅
に
又
9;
丨
フ
マ

：ン
の
此
趣
^

の
非
難
に
對
し
て
窬
.
.へ'
た

次

：の1:'

節
は
•目

g

意
識
あ
.

る
社
#
的
全
體
の
觀

.

.

.

.

*

-

 

.

,

■

 

4
1'

 

-

 

•

 

•

 

I 

.
 

■
 

■■
 

..
 

■

 

■

 

•

 

.

 
-

 

■

 

' 

_
 

,
 

-

 

.

 

s

'

 

.

 

!

 

.

 

J

 

-

 

-

,

 

.

.

.

 

L

.

 

-

 

,

 

1
1
 

■

念
を
遺
憾
纪
く
表
し
て
居
る
、「

個
人
的
利
益
、
即
ち
個
人
的
耍
«

が
此
交
渴
に
缭
く
と
い
ふ
の
は
正
し
く
だ
^

蕺
實
は
丁
度
坻
反
對
、
 

で
权
る
0<
^
#
!的
良
的
0;
.爲
に
な
そ
個
人
0.
營

利

的

努

ヵ

は

：
激

»

さ
和
る
べ
き
も
の
私
ぁ
.る
、：
が
.併

し
* -
:
従

に

此

個

人

の

營

利

的

努

ヵ

:

,

1

#

1

-

f

I
.

 

ニ
八
.5

と
：
。

..
•

 

:
: 

:
.

 

r

 

f 

.
:
-

;

 

: 

K:
..
 

■

: 

•

.

‘
.
；

、
. 

/

’ 

'
.

っ
.V.

:
.

 

'

•

:

ぺ

.

.

.••
 

•

 

N .

 

—

•:
•

 

•

 

、

. 

.—

.

.

.

.
I
-
.
:
. 

. 
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\ 

: 

.

. 

• 

- 

J 

• 

< 
H
. 

.
'
.
.
こ
.
-
,
，
.

•

,

 

.

.

.,

勝
様
な
#

•

へ
方
の̂

後
に
は
或
る
•

社
#

的
意
識
：紙
.

法
规̂

迎
，じ
て
鲁
人
命
體
に
作
用
し
'

肫
人
を
.

し
て
瑰
社
會
的
な
を
^

0;

^

... 

I
-
.
. • 

• 
■ 

«
•
' 

: 

.

.

..... 

.

.

.

.

. 
• 

‘ 

' 

.

. 

■ 

• 

I
- 
- 

.

.

.

.

. 

.

.

. 

> 

'
?
•
*
•
'
• 

.

.

. 

•
.
.
.
/
. 

-

't

. 

• 

. 

•
< 

-

服
從
的
#

f

立
た
し
む
る
と
い
ふ
考
'

^
し
て
f

こ
と
は
f

で
は
を
で
あ
ら
ぅ
。
デ
r

ル
は
I

フ

了

ン

Q

i

s

 

’

へ
てr

恰
も
余
が
總
經
濟(

G
u
t
w
i
r
t
s
c
h
a
f
f
)

と
；S

ふ
科
稱
•を
以
'て
一
つ
の
獨
立
し
た
央
同
社
會
.の
經
濟
を
了
解
し
て
思
る
か
の
如

• 

. 

:':-1
J.
 
it
 
}
 

■.
 
.
 

.
'-i
. 

V
, 

•
) 
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»
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;
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-
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^
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^
忧

脅
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•

く」
:^

へ
る
の
沘
誤
解
で
あ
っ
て
、
自
分
は「

あ
ら
ゆ
る
個
：々
<0
::
:經
濟
跟
位
を
包
括
す
.̂

社
會
的
靱
帶」

の
こ
と
を
斯
く
呼
ぶ
の
で
あ
る 

と
い
'O
'

て
据
る
が(

四
ニ
.

セ
页)

被
の
書
中
に
散
見
せ
ら
石
1

上
述
(0

考
へ
方
ば
之
を
»

ひ
|

|

す
こ
レ
は
出
來
ぬ
で
あ
ら
ラ
0

.菩
々
は
斯 

く
の
如
き
社
#

的
目
的
の
.

存
在
.

の
如
ぎ
も
の
を
®

濟
现
論
の
出
®

,̂
.

に
於
セ
規』

お
す
る
こ
と
に
は
全
く
賛
成
が
出
來
ぬ
。
吾
々
は
傲
識 

■

的
必
要
か
'̂

し
て
.

一̂

の
具
體
的
社
會
秧
序
に
#

す
る
、
根
本
的
秩
序
を
柚
像
し
a

を
論
理
的
前
提
と
し
て
、
之
に
從
っ
て
認
識
對 

象
を
決
宛
し
觅
っ
|

す
る
の
で
あ
る
。.
具
黻
的
現
费
的
.な
る
法
的
秩
序
に
注
意
を
拂
ふ
必
要
は 
>

.

論

理

上

は

全

く

^

せ

ぬ

の

で

あ

る 

若
し
^.

、.
或
根
.

本

的
&.

社

.#

.

^

时
な
る
も
の
が
存
し
、
各
人
は
|
|
に
之
が
爲
に
働
き
全
社
會
組
織
は
總
て
之
に
依
つ
て
律
せ
ら
れ
る
の 

で
*

る
と
す̂

は
、'
;
告
々
は
典
社
#
的
目
的
が
何
で
あ
石
が
を
了
解
す
ベ
き
必
袈
に
迫
ら
れ
る
で
あ
ら
ぅo

诹
し
て
あ
ら
ゆ
る
罾
罾
的 

現
象
が
此
-I
t

t

會
的
！！2
的
を
媳
來
す
る
_

人
の
行
働
か
ら
起
っ
て
來
ん
も
办
で
め
る
と
す
れ
ば
、
經
濟
學
上
の
總
て
§

則
は
、
之
が
爲 

叫
目
敝
；

i

的
性
質
を
帶
ぶ
な
：に
至
り
叉
實
^

的
な
各
經
濟
學
に
は
規
範
的
ft

彩
が
加
へ
ろ
れ
る
に
至
る
で
あ
ら
チ
。

••
.

此
點
に
.於H

、
'

デ
ィ
ー
ル
の
.方
法
論
は
頗
吝
不
完
全
で
：あ
る
。
所
謂
る
社
會
的
目
的
に
就
て
、
換
言
す
れ
ば
、
法
的
秩
序
の
根
本
的
. 

鉴
礎
に
就
て
、
«
は
少
し
む
諝
妒
所
-
觥
い
吹
で
‘

る
0
',
:

.

\ 

’此
點
に
於
て
方
法
論
的
に
徹
底
^

て
*

#
的
觀
察
友
法
^
氣
く
も
.の
は
シ
，ダ
ム
ラ
ー
や

.シ
ラ

'ト
ル
ツ
マ
ン
で
あ

.る
P
彼
等
ば
デ
ィ

丨
ル
上
ヶ
t

方
；法
論
的
に
r

if
®

街
で
あ
る
と
同
時
に
之
に
從
つ
'て
、
又
其
反

面

に

於

，て

デ

ィ

ー

ル

ょ

び

も

11

に
不
幸
な
る
誤
り
を
犯 

し
て
％

る
0

そ
れ
ば
即
ち
實
證
科
擧
.

だ
る
經
濟
學
を
し
で
ー
種
の
規
範
科
齋
た
ら
じ
办
て
居
る
の
で
あ
る
0
 

'

ヾ
、

•
デ
ィ
*

-

舫
は
シ
ん
ダ
<

ラ
ー
ゆ
な
ぢ
つ
'
て
：社
#

を
銳
制
す
る
外
的
規
範
に
社
會
的
觀
察
.の
极
據
を
得
ん
と
欲
し
た
0-
併
し
之
を
更
に 

追
求
し
で
經
濟
學
を
ば
規
範
科
學
た
ら
じ
む
る
こ
と
を
恐
れ
た
結
艰
、
頗
る
不
完
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っ
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_
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。
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史
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